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Postgres Enterprise Manager（PEM）は、PostgreSQLおよび Advanced Serverデータベースサーバーの管理、監視、

およびチューニングを行う際に、データベース管理者、システム設計者、およびパフォーマンスアナリストを支援

するように設計されています。 PEMは、単一のコンソールから単一のサーバーまたは複数のサーバーを管理およ

び監視し、監視対象データベースを完全に制御できるように設計されています。

このドキュメントは、Postgres Enterprise Managerのインストールをガイドするステップバイステップの手順を提

供します。

このガイド全体で、* Postgres *という用語は、PostgreSQLまたは Advanced Serverのインストールのいずれかを

指します（どちらか適切な場合）。

言語パックインストーラーには、EDB Postgres Advanced Server および EnterpriseDB PostgreSQL データベース

インストーラーで使用できるサポートされている言語が含まれています。言語パックインストーラを使用すると、

サードパーティベンダーのサポートソフトウェアをインストールせずに、Perl、TCL / TK、および Pythonをイン

ストールできます。言語パックのインストールと使用の詳細については、EnterpriseDB Webサイトから入手でき

る* EDB Postgres言語パックガイド*を参照してください。
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新機能

Postgres Enterprise Manager 7.10を作成するために、次の機能が追加されました。

• PEMには、PEMコンソールを使用して BARTサーバーを構成および管理する機能があります。管理対象

データベースサーバーのバックアップ、バックアップの復元、ポイントインタイムリカバリ、バックアップ

の Keep、 Unkeep、‘‘ 2インチ詳細については、次のWebサイトで入手可能な* BART管理ガイド*を参

照してください。

https://www.enterprisedb.com/edb-docs/p/edb-postgres-enterprise-manager

• PEM 7.10は、PostgreSQLバージョン 12および Advanced Serverバージョン 12をサポートしています。

– PostgreSQLバージョン 12または Advanced Serverバージョン 12データベースを管理、監視、および

調整できるようになりました。

– PostgreSQL バージョン 12 または Advanced Server バージョン 12 データベースを PEM サーバーの

バッキングデータベースとして使用できます。

– Advanced Serverバージョン 12で使用可能な複合トリガー機能を使用できるようになりました。

– PEMは、PostgreSQLバージョン 12または Advanced Serverバージョン 12に固有の次のデータベース

機能もサポートしています。

* 生成された列

* プランナーサポート機能

• PEMでは、ログインページにカスタムテキスト付きのバナーを表示できるようになりました。

https://www.enterprisedb.com/edb-docs/p/edb-postgres-enterprise-manager
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• PEM 7.10は、列ヘッダーのアイコンとツールヒントを使用して、編集可能な列と読み取り専用の列を区別

します。

• これで、 Save Data操作中にデータの表示によって生成された内部クエリを確認できます。

• クエリツール/データの表示からデータをコピーするための Copy with headers 機能が導入されま

した。

3
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Postgres Enterprise Manager-概要

Postgres Enterprise Manager（PEM）は、PEM の管理および分析機能を提供するコンポーネントで構成されてい

ます。

• PEMサーバー: PEMサーバーは、データを監視するためのデータリポジトリとして、およびエージェント

とクライアントの両方が接続するサーバーとして使用されます。 PEMサーバーは、PostgreSQLのインス

タンスと、監視データを保存するための関連データベース、およびWebサービスを提供するサーバーで構

成されています。

• PEM Webインターフェイス: PEM Webインターフェイスを使用すると、Postgresサーバーを管理および

監視し、PEM拡張機能を利用できます。Webインターフェースソフトウェアは PEMサーバーインストー

ラーでインストールされ、選択したWebブラウザーからアクセスします。

• PEMエージェント: PEMエージェントは、タスクの実行と、エージェントホストおよび監視対象の Postgres

インスタンスから PEMサーバーへの統計のレポートを担当します。単一の PEMエージェントは、1つ以

上のホストに存在する Postgresの複数のインストール済みインスタンスを監視できます。

PEM エージェントインストーラーは、PEM ワーカー（ pemworker.exe ）と PEM エージェント

（ pemagent.exe ）の 2 つの実行可能ファイルを作成します。各 PEM ワーカーには、PEM ワーカー

の起動または停止に使用できる対応する PEMエージェントがあります。 PEMエージェントは、予期せず

終了した場合にも PEMワーカーを再起動します。

PEM ワーカーのログファイルには、PEM ワーカーのアクティビティ（プローブアクティビティ、ハート

ビート応答など）に関連する情報が含まれ、 /var/log/pem/worker.logに保存されます。

• SQL Profilerプラグイン: Postgresサーバーへのこのプラグインは、SQL Profilerツールで使用される監視

データを生成するために使用されます。 SQL Profilerプラグインのインストールはオプションですが、プラ
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グインはプロファイルする Postgres の各インスタンスにインストールする必要があります。 SQL Profiler

は、PostgreSQL サーバーまたは Advanced Server（PEM サーバーで管理されているものだけでなく）の

EnterpriseDBディストリビューションのサポートされているバージョンで使用できます。 SQLプロファイ

ラプラグインのインストールを参照してください。詳細およびサポートされるバージョンのセクション。

次のアーキテクチャ図は、一般的な PEMインストールに関係するさまざまなサーバーとワークステーションの関

係を示しています。

図 1 典型的な PEMインストール

5



Postgres Enterprise Manager, リリース 7.11

2.1 サポートされているプラットフォーム

PEMサーバーとエージェント

PEMサーバーは以下でサポートされています。

64ビットWindows:

• Windows Server 2012 R2

• Windows Server 2016

• Windows Server 2019

64ビット Linux:

• SLES 12.x

• CentOS 6.xおよび 7.x

• OEL 6.xおよび 7.x

• Red Hat Enterprise Linux 6.xおよび 7.x

• Debian 9.x（ストレッチ）

• Ubuntu 18.04+（バイオニック）

Where x is the latest minor relrease of the operating system.

注釈: オペレーティングシステムは、ベンダーからの最新の更新で継続的に最新の状態に保つことをお勧めしま
す。そうしないと、互換性またはセキュリティの問題が発生する可能性があります。

PEMサーバーは、Advanced Serverまたは PostgreSQLバッキングデータベース（バージョン 9.4以降）を使用し

て、これらのプラットフォームでサポートされています。

PEMエージェントは、Advanced Serverまたは PostgreSQLバージョン 9.4以降がサポートされている Linuxまた

はWindowsプラットフォームでサポートされています。

ブラウザ

PEM Webインターフェイスは、次のブラウザーでサポートされています。

• Google Chromeバージョン 65以降

• Mozilla Firefoxバージョン 59以降

• Microsoft Edgeバージョン 42以降

6 第 2 章 Postgres Enterprise Manager-概要
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• Apple Safariバージョン 11.1以降

PostgreSQLバージョンのサポート

PEMは以下を管理および監視できます。

• PostgreSQLバージョン 9.4以降

• Advanced Server 9.4以降

SQLプロファイラー

Postgres Enterprise Managerの SQLプロファイラは、EDB Postgres Advanced Server 9.4以降、および PostgreSQL

バージョン 9.4以降の EnterpriseDBディストリビューションでサポートされています。

2.1. サポートされているプラットフォーム 7
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2.2 ハードウェアの前提条件

サーバーを監視し、ダッシュボードをレンダリングするときに最適な速度を得るには、少なくとも次のシステムに

PEMをインストールすることをお勧めします。

• 4つの CPUコア

• 8 GBの RAM

• 100 GBのストレージ

データストレージには追加のディスク領域が必要です。リソースの使用量は、どのプローブが定義および有効化さ

れているか、監視対象データベースのアクティビティレベルに応じて異なることに注意してください。（PEMを

使用して）サーバーリソースを監視すると、初期システム構成を拡張する必要がある場合に通知されます。

8 第 2 章 Postgres Enterprise Manager-概要
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2.3 ソフトウェアの前提条件

pg_hba.confファイルの変更

pg_hba.confファイルは Postgresサーバーの接続を管理します。各監視対象サーバー上の pg_hba.confファ

イルが PEMサーバー、監視 PEMエージェント、および PEM-HTTPDサーバーのホストからの接続を許可してい

ることを確認する必要があります。

pg_hba.confファイルの変更については、次の場所にある* PEM入門ガイド*を参照してください。

https://www.enterprisedb.com/resources/product-documentation

認証の管理に関する情報は、次の場所にある Postgresのコアドキュメントでも入手できます。

https://www.postgresql.org/docs/current/static/auth-pg-hba-conf.html

ファイアウォールの制限

PEMコンポーネント間の通信を許可するには、ファイアウォールを調整する必要があることに注意してください。

PEMエージェントのインストール-RHELまたは CentOS 7.xの前提条件

CentOS 7.x ホストに PEM エージェントをインストールする前に、ホストに wxBase および epel-release

パッケージが含まれていることを確認する必要があります。パッケージをインストールするには、コマンドライン

を開き、 root特権を引き受けて、コマンドを呼び出します:

yum install epel-release

yum install wxBase

Windowsの権限

PEMコンポーネントをWindowsにインストールする場合、 Administrative特権で PEMインストーラーを

呼び出す必要があります。管理者権限を使用してインストーラーを起動するには、インストーラーアイコンを右ク

リックし、コンテキストメニューから Run as Administratorを選択します。

サポートされているロケール

現在、PEMサーバーとWebインターフェースは English(US) en_USのロケールと言語区切り文字としての

ピリオド（。）の使用をサポートしています。代替ロケール、またはピリオド以外の区切り文字を使用すると、エ

ラーが発生する場合があります。

Windows Server IEセキュリティ

Windows Serverホストで Internet Explorerを使用して PEM Webインターフェイスで監視対象サーバーにアクセ

スする場合、PEM機能を利用するには Internet Explorerのセキュリティ強化を無効にする必要があります。 IEセ

キュリティ強化を無効にしたくない場合は、別のブラウザ（Chromeなど）を使用することをお勧めします。

2.3. ソフトウェアの前提条件 9
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Postgres Enterprise Managerのインストール

グラフィカルインストーラー、StackBuilder Plus、または RPM パッケージを使用して、Postgres Enterprise

Manager サーバーまたはエージェントをホストに追加できます。インストーラーは ‘‘EnterpriseDB Web サイト

<https://www.enterprisedb.com/download-postgres-enterprise-manager>‘_。

Windows用の PEMサーバーグラフィカルインストーラーは、PEMサーバー、PEMエージェント、および選択し

たブラウザーで PEM Web インターフェイスに接続するために必要なソフトウェアをインストールおよび構成し

ます。 PEMサーバーのグラフィカルインストーラーの使用に関する詳細については、‘‘ Windowsでの PEMサー

バーのインストール ‘‘を参照してください。。

RPMパッケージを使用して、Linuxホストに PEMサーバーをインストールできます。インストーラーの使用に関

する詳細については、 Linuxへの PEMサーバーのインストールを参照してください。。

Windows用の PEMエージェントグラフィカルインストーラーは、PEMエージェントをインストールして登録し

ます。 PEMサーバーと共にインストールされる PEMエージェントは、同じホストまたはリモートホストにある

複数のサーバーを監視できます。リモートエージェントによって監視されるサーバー上の PEM機能が制限される

場合があることに注意してください。

PEMエージェントグラフィカルインストーラーの使用の詳細については、‘‘ Windowsでの PEMエージェントの

インストール ‘‘を参照してください。。

RPM パッケージを使用して、Linux に PEM エージェントをインストールできます。 PEM エージェント RPM

パッケージの詳細については、 Linuxへの PEMエージェントのインストールを参照してください。。

https://www.enterprisedb.com/download-postgres-enterprise-manager
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3.1 Windowsへの PEMサーバーのインストール

各 PEMインストールの中心にあるのはサーバーです。実稼働環境では、サーバーは通常、専用のマシンであり、

多数の Postgresサーバーまたは少数のビジーなサーバーを監視します。

PEM サーバーバックエンドデータベースは、PostgreSQL または Advanced Server データベースサーバーの

EnterpriseDBディストリビューション、または別のソースからインストールされた既存の Postgresサーバーです。

Postgresバッキングデータベースサーバーはバージョン 9.4以降である必要があり、PEMサーバーによってリポ

ジトリとして使用される pemというデータベースが含まれます。

• 既存の Postgresサーバーを使用して PEMサーバーをホストする場合、PEMサーバーのインストーラーは

Postgresホストに pemデータベースを作成できます。既存のサーバーを使用する場合は、ソフトウェアの

前提条件を手動で満たす必要があります。

既存の Postgres サーバーを使用して PEM サーバーバックエンドデータベースをホストする方法の詳細に

ついては、‘‘ 既存の Postgres サーバーへの PEM サーバーのインストール ‘‘を参照してください。 セク

ション。

• Postgres の既存のインストールを PEM サーバーホストとして使用したくない場合、PEM サーバーインス

トーラーは PostgreSQLをインストールし、サーバーホストのソフトウェア前提条件を満たし、‘‘を含むイ
ンスタンス（PostgreSQLデータベースクラスター） 0 &#39;&#39;データベース。

これは最も単純な PEMサーバーのインストールオプションです。

PEM-HTTPDは、PEMサーバーインストーラーまたは StackBuilderユーティリティを使用して Postgresのインス

トールに使用できます。 PEM-HTTPDがすでにホストにインストールされている場合、PEMサーバーインストー

ラーは必要に応じて既存のインストールを確認および更新します。 PEM サーバーホストに既存の PEM-HTTPD

インストールが含まれていない場合、PEMサーバーインストーラーはそれを追加します。

PEMサーバーをインストールする前に、PostgreSQLと PEM-HTTPDを同じホストで実行するか、別々のホスト

で実行するかを決定する必要があります。 PostgreSQLデータベースサーバーと PEM-HTTPDを異なるホストで

実行する場合は、 PEM サーバーと PEM-HTTPD を別々のホストにインストールするで説明されているように、

PEMサーバーインストーラーを各ホストで 2回実行する必要がありますセクション。

PEMサーバーインストーラーは、PEM Webインターフェイスを介してサーバーにアクセスするために必要なソ

フトウェアもインストールします。選択したブラウザのサポートされているバージョンでWebインターフェイス

にアクセスできます。

3.1. Windowsへの PEMサーバーのインストール 11
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図 1 The PEM web interface

Webインターフェイスを使用して、監視対象サーバーにあるオブジェクトに関する情報を確認したり、監視対象

サーバーにあるデータベースとデータベースオブジェクトを管理したり、PEMサーバーが収集した統計情報を確

認したりできます。インターフェイスは、登録済みの EDB Arkコンソールにあるクラスターへのアクセスも提供

します。

12 第 3 章 Postgres Enterprise Managerのインストール
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3.1.1 PEMサーバーと PEM-HTTPDを同じホストにインストールする

最も簡単な PEM サーバーのインストール構成は、同じホストにある PEM バックエンドデータベースサーバー

（PEMサーバーインストーラーでインストールされた PostgreSQLデータベースでホストされる）と PEM-HTTPD

サービスで構成されます。この構成では、PEM サーバーインストーラーはバックエンドホストに必要なソフト

ウェアを提供し、サービススクリプトを作成（Linuxの場合）またはサービスを登録（Windowsの場合）します。

Windows システムで PEM サーバーインストーラーを起動するには、インストーラーアイコンを右クリックし、

Run as Administratorを選択します。インストーラーは Welcomeダイアログを表示します。

図 2 The PEM Server Installer’s Welcome dialog

Nextをクリックして、 License Agreementダイアログに進みます。
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図 3 ライセンス契約

適切なラジオボタンを強調表示して契約に同意する前に、ライセンス契約を注意深く確認してください。 Nextを

クリックして、 Installation Directoryダイアログに進みます。
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図 4 インストールディレクトリを指定

Installation Directoryダイアログを使用して、PEMサーバーの場所を指定します。

• デフォルトでは、PEMサーバーはWindowsの C:/Program Files/PEMにインストールされます。デ

フォルトの場所を受け入れるか、 Installation Directoryボタンを使用してブラウザダイアログを

開き、PEMサーバーをインストールするディレクトリを選択します。

• Show advanced optionsチェックボックスを使用して、 Advanced optionsダイアログを開くよ

うインストーラーに指示します。

Postgresデータベースサーバーと PEM-HTTPDを異なるホストにインストールする場合、または PEMサー

バーを既存の Postgresサーバーインストールに常駐させる場合は、 Advanced optionsダイアログを使

用します。

インストーラーと PEM-HTTPDでパッケージ化された PostgreSQLサーバーを同じホストにインストールするに

は、 Show advanced optionsボックスをオフのままにして Nextをクリックします。

PEMサーバーインストーラーは、PEM-HTTPD、LanguagePack、および PostgreSQL 10のインストール前チェッ

クを実行します。インストーラーがこれらのパッケージを見つけられない場合は、Dependency missingダイ
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アログで通知されます。

図 5 インストーラーは前提条件を確認します

依存関係が欠落している場合、PEMサーバーインストーラーはそれぞれのインストールウィザードを起動します。

各パッケージのインストールウィザードに表示される画面上の指示に従います。

不足している依存関係をインストールした後、 Database Server Installation Detailsダイアログを

表示してインストールプロセスを続行します。
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図 6 Enter the name and password of the PostgreSQL superuser

Database Server Installation Details ダイアログで提供される情報により、インストーラーは

PostgreSQLサーバーに接続できます。データベースのスーパーユーザーの User nameと Passwordを指定し

ます。要求された情報を提供した後、 Nextをクリックして Network Detailsダイアログに進みます。

Postgresデータベースのスーパーユーザーの名前とパスワードを入力した後、PEMエージェントを実行するユー

ザーアカウントのパスワードを求められる場合があります。プロンプトが表示されたら、パスワードを入力し、

Nextを押して続行します。
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図 7 エージェントが接続するネットワークアドレスを指定します

Network Detailsダイアログを使用して、PEMエージェントがサーバーに接続する CIDRスタイルのネット

ワークアドレス（*クライアント側*アドレス）を指定します。

ネットワークホストのアドレスまたはネットワークアドレス範囲を指定できます。たとえば、アドレスが

192.168.10.23 、 192.168.10.76 、 192.168.10.184 のデータベースサーバーを監視する場合は、

192.168.10.0/24と入力して、そのネットワーク内のホストとの接続を許可します。

指定されたアドレスはサーバーの pg_hba.confファイルに追加されます。必要に応じて、初期エントリをテン

プレートとして使用して、PostgreSQLサーバー上の pg_hba.confファイルにエントリを手動で追加することに

より、追加のネットワークアドレスを指定できます。

Network addressを追加したら、 Nextをクリックして Agent Detailsダイアログに進みます。

PEMサーバーインストーラーは、サーバーが存在するホストに PEMエージェントをインストールして、サーバー

を監視し、アラート処理およびガベージコレクションサービスを提供します。証明書は、Agent certificate

pathフィールドで指定された場所にもインストールされます。
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図 8 サーバーに存在するエージェントの説明を提供します

代替の説明を入力するか、PEMエージェントの代替エージェント証明書パスを選択するか、デフォルトを受け入

れます。 Nextをクリックして、 Ready to Installダイアログに進みます。
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図 9 インストールを開始する準備ができました

これで、ウィザードで PEMサーバーをインストールする準備ができました。

以前に選択したオプションを変更するには Backをクリックし、インストールを続行するには Nextをクリック

します。
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図 10 インストール中

インストールプロセス中、インストーラーはファイルをシステムにコピーし、PEMの実行に必要なデータベースと

Webサービスをセットアップします。インストールが完了すると、ポップアップダイアログが開き、ウェブサービ

スが設定され、ポート 8443でリッスンしていること、および pemデータベースが作成され設定されていること

を確認します。
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図 11 ポップアップでインストールの詳細を確認します
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OK をクリックして、Web サービスが設定されたこと、および pem データベースが作成されたことを確認し、

Completed…ダイアログに進みます。

図 12 The PEM server installation is complete
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3.1.2 PEMサーバーと PEM-HTTPDを別々のホストにインストールする

PEMサーバーバックエンドデータベースと PEM-HTTPDに別々のホストを使用するには、次のことを行う必要が

あります。

1. pem データベースを含む Postgres サーバーのホストで PEM サーバーインストーラーを起動します。イン

ストール中に、 Advanced optionsダイアログで Databaseオプションを選択し、Postgresサーバー

の接続情報を指定します。

2. PEMサーバー（および pemデータベース）が存在する Postgresインストールの pg_hba.confファイル

を変更し、PEM-HTTPDサーバーのホストからの接続を許可します。

3. PEM-HTTPDサーバーのホストで PEMサーバーインストーラーを起動し、 Installation Typeダイ

アログで Web Servicesオプションを選択します。

Windows システムで PEM サーバーインストーラーを起動するには、インストーラーアイコンを右クリックし、

Run as Administratorを選択します。インストーラーは Welcomeダイアログを表示します。

図 13 The PEM Server Installer’s Welcome dialog
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Nextをクリックして、 License Agreementダイアログに進みます。

図 14 ライセンス契約

適切なラジオボタンを強調表示して契約に同意する前に、ライセンス契約を注意深く確認してください。 Nextを

クリックして続行します。
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図 15 インストールディレクトリダイアログ

Installation Directoryダイアログのフィールドを使用して、PEMサーバーが存在するディレクトリを指

定し、 Advanced optionsダイアログにアクセスします。

• デフォルトでは、PEMサーバーはWindowsの C:/Program Files/PEMにインストールされます。デ

フォルトの場所を受け入れるか、 Installation Directoryフィールドを使用してブラウザダイアロ

グを開き、PEMサーバーがインストールされるディレクトリを選択します。

• PEM サーバーと PEM-HTTPD を別々のホストにインストールするには、 Advanced options ダイア

ログを使用してインストールタイプ（ Web Services または Database ）を指定する必要がありま

す。 Show advanced options チェックボックスを選択して、インストールプロセスに Advanced

optionsダイアログを含めるようインストーラーに指示します。

Nextをクリックして、 Advanced Optionsダイアログに進みます。
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図 16 詳細オプションダイアログ

Advanced optionsダイアログのラジオボタンを使用して、インストールするコンポーネントを指定します:

• Web Services and Databaseを選択して、Postgresサーバーと PEM-HTTPDの両方が現在のホスト

に存在することを示します。 Web Services and Databaseオプションを選択すると、PEMサーバー

インストーラーは、PEM-HTTPD インストールをチェックする前に、PEM サーバーに使用する Postgres

サーバーを指定できます。

• Web Servicesを選択して PEM-HTTPDを現在のホストにインストールし、別のホストにある Postgres

データベースサーバーを使用して PEMサーバーと pemデータベースをホストします。

注釈: PEM サーバーのホスト（および pem バックエンドデータベース）で PEM サーバーのインストールプ

ロセスを完了し、 Advanced options ダイアログで Database を選択し、 pem 4‘‘オプションを使用して

PEM-HTTPDをインストールする前に、PEMサーバーに 3 &#39;&#39;ファイルを作成します。

このオプションは、 Installing Web Servicesに記載されているインストール手順を呼び出します。セクション。
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• 既存の Postgres サーバー（バージョン 9.4 以降）を使用する場合、または PEM サーバーインストーラー

で配布されるデータベースサーバーのみをインストールする場合は、 Databaseを選択します。このオプ

ションは、データベースホストの指定に記載されているインストール手順を呼び出します。。

インストールオプションを選択したら、 Nextをクリックして続行します。
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3.1.2.1 データベースホストの指定

Advanced options ダイアログで Database オプションを選択すると、PEM サーバーバックエンドデータ

ベース（ pemという名前）が存在するホストの接続情報を指定できます。

図 17 詳細オプションダイアログ

Nextをクリックして、 Database Server Selectionダイアログに進みます。
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図 18 データベースサーバーの選択

Database Server Selectionダイアログのドロップダウンリストボックスを使用して、PEMサーバーバッ

クエンドデータベースのホストを選択します。次のことができます。

• 現在のホストに存在する既存の Postgresインストールからホストを選択します。

注釈: インストールに sslutilsパッケージを追加する必要がある場合があります。

• PEM サーバーインストーラーで配布される Postgres サーバーをインストールするには、 PostgreSQL

9.6 オプションを選択します。 PEM サーバーインストーラーにバンドルされている PostgreSQL のバー

ジョンを使用する場合は、EnterpriseDBのワンクリック PostgreSQLインストーラーが開き、インストール

の手順が示されます。

• EnterpriseDB のワンクリックグラフィカルインストーラーを使用してインストールされなかった Postgres

サーバーの接続情報を指定するには、 Other Database Server を選択します。 PEM サーバーデー

タベースホストのソフトウェア前提条件については、 Postgresサーバーの準備を参照してください。セク
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ション。

Nextをクリックして続行します。

PEM サーバーが既存の Postgres サーバーに常駐する場合、 Database Server Installation Details

ダイアログが表示されます。

図 19 データベースサーバーのインストールの詳細ダイアログ

Database Server Installation Details ダイアログで必要な情報は異なる場合があります。 PEM

サーバーインストーラーは、選択できないインストールに関する情報のみを提供するように求めます。

• Userフィールドに Postgresデータベースのスーパーユーザーの名前を指定します。

• そのユーザーに関連付けられているパスワードを Passwordフィールドに指定します。

Nextをクリックして続行します。

プロンプトが表示されたら、PEM エージェントを実行するサービスアカウントのシステムパスワードを入力し、

Nextをクリックして Network Detailsダイアログに進みます。
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図 20 エージェントが接続するネットワークアドレスを指定します

Network Detailsダイアログを使用して、PEMエージェントがサーバーに接続する CIDRスタイルのネット

ワークアドレス（*クライアント側*アドレス）を指定します。指定されたアドレスはサーバーの pg_hba.conf

ファイルに追加されます。

注釈: PostgreSQLサーバー上の pg_hba.confファイルにエントリを手動で追加することにより、追加のネッ

トワークアドレスを指定できます。

デフォルト（localhostを指定）を受け入れるか、 Network addressの範囲を指定し、 Nextをクリックして

Agent Detailsダイアログに進みます。

PEMサーバーインストーラーは、サーバーが存在するホストに PEMエージェントをインストールして、サーバー

を監視し、アラート処理およびガベージコレクションサービスを提供します。証明書は、Agent certificate

pathフィールドで指定された場所にもインストールされます。
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図 21 エージェントの説明を提供

PEMエージェントの代替説明または代替エージェント証明書パスを入力するか、デフォルトを受け入れることが

できます。 Nextをクリックして続行します。
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図 22 インストールを開始する準備ができました

これで、ウィザードで PEMサーバーをインストールする準備ができました。 Backをクリックして以前に選択し

たオプションを変更するか、 Nextをクリックしてインストールを続行します。
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図 23 インストール中

インストールプロセス中に、インストーラーはシステムにファイルをコピーし、PEMサーバーのバックエンドデー

タベースをセットアップします。 pemデータベースが作成および設定されたことを確認するポップアップダイア

ログが開きます。

図 24 Click OK to confirm that the pem database has been created
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OKをクリックして pemデータベースが作成されたことを確認し、 Completed…ダイアログに進みます。

図 25 The PEM server installation is complete

PEM サーバーのインストールのデータベース部分が完了したら、別のホストで PEM サーバーを呼び出して、

PEM-HTTPDをインストール（またはアップグレード）できます。
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3.1.2.2 Webサービスのインストール

Advanced optionsダイアログで Web Servicesラジオボタンを選択すると、PEMサーバーのインストー

ラーに、現在のホストに PEM-HTTPDをインストールするか、既存の PEM-HTTPDインストールを更新するよう

指示されます。

図 26 Selecting the Web Services option on the Advanced options dialog

注釈: 現在のホストは、PEMバッキングデータベースのホストではない可能性があります。

このオプションを選択する前に、次のものが必要です。

• ホストシステムへの PEMサーバーインストーラーのインストールを完了しました。その間に、PEMサー

バーのバッキングデータベースを指定しました。

• PEMサーバーデータベースホスト上の pg_hba.confファイルを変更して、PEM-HTTPDホストからの

接続を許可し、データベースサーバーを再起動しました。
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Web Servicesオプションを選択して Nextをクリックすると、PEMサーバーのインストーラーは、現在のホ

ストで既存の PEM-HTTPDおよび LanguagePackのインストールを確認します。

インストーラーがコンポーネントを見つけられない場合、インストーラーは 1つ以上の依存関係が欠落しているこ

とを通知します。

図 27 インストーラーが欠落している依存関係を検出しました
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Nextをクリックして、LanguagePackをインストールするようサーバーに指示します

図 28 インストーラーが欠落している依存関係を検出しました

言語パックをインストールした後、インストーラーは PEM-HTTPDセットアップウィザードを呼び出します。

図 29 The PEM-HTTPD installation wizard
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PEM-HTTPD Setup Wizardの画面上の指示に従います。ウィザードがインストールを完了したら、 Finish

をクリックして Database Server Installation Detailsダイアログを開きます。

図 30 データベースサーバーのインストールの詳細ダイアログ
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Database Server Installation Detailsダイアログのフィールドを使用して、PEMサーバーのインス

トールをホストしている Postgresインストールの接続情報を提供します。

• Hostフィールドに PEMサーバーホストの名前または IPアドレスを入力します。

• Postgresサーバーがリッスンしているポート番号を Portフィールドに入力します。

• Userフィールドに Postgresデータベースのスーパーユーザーの名前を入力します。

• Passwordフィールドに Postgresスーパーユーザーに関連付けられたパスワードを入力します。

Nextをクリックして続行します。 PEMサーバーのインストールを完了する前に、インストーラーはデータベー

スホストに接続します。 PEMデータベースホスト上の pg_hba.confファイルは、httpdサーバーのホストから

の接続を受け入れるように設定する必要があり、ファイアウォールはインストールを続行するために接続を許可す

る必要があります。 PEMサーバーインストーラーは PEMサーバーのインストールを完了し、PEM-HTTPDサー

バーのホストに存在する必要があるアイテムのみを追加します。

3.1. Windowsへの PEMサーバーのインストール 41



Postgres Enterprise Manager, リリース 7.11

3.1.3 PEMサーバーを既存の Postgresサーバーにインストールする

exspecify isting Postgresサーバー（バージョン 9.4以降）を使用して、PEMサーバーと pemデータベースをホス

トできます。 Postgresインストーラーおよび前提条件のソフトウェア拡張機能は、次の pemで無料で入手できま

す。 <http://www.enterprisedb.com/>‘_

このセクションでは、PEMサーバーのインストール用に既存の Postgresサーバーを構成する方法について説明し

ます。

注釈: 以下の手順は、ガイドラインのみと見なされる必要があります。 Postgresインストールの構成に必要な実

際の手順は、Postgresサーバーの構成によって異なります。

Postgres の以下のバージョンは、 sslutils 拡張子とサービススクリプトを含むように事前設定されています。

次のバージョンの Postgresを PEMバックエンドデータベースサーバーとして使用するために、追加の準備は必要

ありません。

• PostgreSQL 9.4以降（PEMサーバーインストーラーにバンドル）

• Advanced Server 9.4以降

3.1.3.1 Postgresサーバーの準備

PEMサーバーを既存の Postgresサーバーにインストールする前に、以下を行う必要があります。

• Postgresサーバーに sslutils拡張機能のインストールが含まれていることを確認してください。詳細に

ついては、 sslutilsを参照してください。 <installing_the_sslutils_extension>‘セクション。

• サービススクリプトを作成する（Linux上）か、サーバーをWindowsサービスマネージャーに登録します。

詳細については、‘‘サービススクリプトの作成またはサービスの登録 ‘‘を参照してください。セクション。

サーバーを準備したら、PEMサーバーインストーラーを使用して、既存の Postgresサーバーに PEMをインストー

ルできます。

3.1.3.1.1 sslutils拡張機能のインストール

PEMサーバーが常駐する Postgresサーバーには、sslutils拡張子が含まれている必要があります。 sslutils

パッケージは、 EnterpriseDB Webサイトから無料でダウンロードできます。

Webページが開いたら、 SRC- SSL Utils 1.2パッケージのリンクを選択します。ダウンロードが完了した

ら、ファイルを抽出し、Postgresインストールディレクトリにコピーします。

Linuxで
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Postgresサーバーが Linuxシステムにある場合は、gccコンパイラーを使用してスラッティルをビルドする必要が

あります。

1. yumを使用して gccをインストールします。

yum install gcc

2. PATHの値を設定して、 pg_configプログラムを見つけられるようにします。

export PATH=$PATH:/opt/postgres_inst_dir/9.x/bin/

3. 次に、 yumを使用して sslutilの依存関係をインストールします。

yum install openssl-devel

4. sslutilsフォルダーに移動し、次を入力します:

make USE_PGXS=1

make USE_PGXS=1 install

5. psqlを使用して、 sslutils拡張子を作成します。

CREATE EXTENSION sslutils

Windowsで

要確認:次の Postgresインストールを使用する場合、 sslutils拡張子を手動で追加する必要はありません。

• PostgreSQL 9.4以降（PEMサーバーインストーラーと共に配布）

• Advanced Server 9.4以降

sslutils は、バックエンドの Postgres インストールをコンパイルするのに使用したのと同じコンパイラーで

ビルドする必要があります。 PostgreSQL ワンクリックインストーラー（EnterpriseDB から）または Advanced

Serverインストーラーを使用してWindowsプラットフォームにインストールされたバックエンド Postgresデータ

ベースを使用している場合、Visual Studioを使用して sslutilsをビルドする必要があります。

インストールプロセスの具体的な詳細はプラットフォームとコンパイラによって異なりますが、基本的な手順は同

じです。あなたがする必要があります:

1. sslutilsパッケージを Postgresインストールディレクトリにコピーします。

2. 適切なコンパイラのコマンドラインを開き、 sslutilsディレクトリに移動します。

3. 次のコマンドを使用して、 sslutilsを作成します:

SET USE_PGXS=1

SET GETTEXTPATH=<path_to_gettext>

SET OPENSSLPATH=<path_to_openssl>
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SET PGPATH=<path_to_pg_installation_dir>

SET ARCH=x86

REM Set ARCH x64 for 64 bit

msbuild sslutils.proj /p:Configuration=Release

どこで:

path_to_gettextは GETTEXTライブラリとヘッダーファイルの場所を指定します。

path_to_opensslは opensslライブラリとヘッダーファイルの場所を指定します。

path_to_pg_installation_dirは Postgresインストールの場所を指定します。

4. コンパイル済みの sslutilsファイルをインストールに適したディレクトリにコピーします。 sslutils

ディレクトリには以下のファイルが含まれます:

sslutils--1.1.sql

sslutils--unpackaged--1.1.sql

sslutils--pemagent.sql.in

sslutils.dll

.dllライブラリと .sqlファイルを所定の場所にコピーします。

COPY sslutils*.sql* /"%PGPATH%/share/extension/"

COPY sslutils.dll /"%PGPATH%/lib/"

3.1.3.1.2 サービススクリプトの作成またはサービスの登録

サービススクリプトを使用すると、構成管理、証明書管理、またはその他の管理タスクを実行するときに、必要に

応じて PEMサーバーがサーバーを起動、停止、または再起動できます。

EnterpriseDB のインストーラー（PostgreSQL ワンクリックインストーラーなど）を使用して PostgreSQL また

は Advanced Server データベースをインストールすると、インストーラーがサービススクリプトを作成するか、

Windowsでサービスを登録します。ソースから Postgresインストールをビルドした場合は、サービススクリプト

を手動で作成する必要があります。

PEM サーバーインストーラーは、サービススクリプトの存在をチェックしますが、スクリプト自体の整合性は

チェックしません。 PEMが正しく機能するためには、サービススクリプトが期待どおりに機能することを確認す

る必要があります。

Linuxサービススクリプトの作成
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Linuxでは、サービススクリプトは /etc/init.dディレクトリに存在する必要があります。サービススクリプ

トは、データベースサーバーを起動、停止、および再起動できる必要があります。サービススクリプトはプラット

フォーム固有です。 Linux のサンプルサービススクリプトは、 Linux サービススクリプト（サンプル）にありま

す。セクション。 Postgresサービスのカスタマイズについては、次をご覧ください。

‘ <https://www.postgresql.org/docs/current/static/server-start.html>‘_

Windowsでのサービスの登録

Windowsを使用して PEMバックエンドデータベースをホストしている場合、Postgresサーバーの名前をWindows

サービスマネージャーに登録する必要があります。 EnterpriseDBインストーラーを使用して作成された Postgres

サーバーを使用している場合、サービスは自動的に登録されます。インストールを手動でビルドする場合、Postgres

の pg_ctlコマンドの register句を使用してサービスを登録できます。コマンドの構文は次のとおりです。

pg_ctl register [-N <service_name>] [-U <user_name>] | [-P <password>]

[-D <data_directory>]

どこで:

service name specifies the name of the Postgres cluster.

user_name specifies the name of an operating system user with sufficient privileges to access the Postgres

installation directory and start the Postgres service.

password specifies the operating system password associated with the user.

data_directory specifies the location of the Postgres data directory.

pg_ctlコマンドと使用可能なコマンドオプションの使用の詳細については、

‘Postgresのコアドキュメント<http://www.postgresql.org/docs/current/static/app-pg-ctl.html>‘_

3.1.3.2 PEMサーバーインストーラーの呼び出し

既存の Postgresサーバーを準備した後、PEMサーバーインストーラーを起動します。スーパーユーザー（または

Windowsでは管理）権限を想定し、インストーラーを含むディレクトリに移動します。次に、次のコマンドを使

用してインストーラーを起動します。

./pem_server-7.<x>.<x>-<x>-<platform>

ここで、* x *は PEMのメジャーバージョンとマイナーバージョンであり、プラットフォームはプラットフォーム

です。

インストーラーは Welcomeダイアログを表示します。
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図 31 The PEM server Installer’s Welcome Dialog

Nextをクリックして、 License Agreementダイアログに進みます。
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図 32 ライセンス契約

適切なラジオボタンを強調表示して契約に同意する前に、ライセンス契約を注意深く確認してください。 Nextを

クリックして、 Installation Directoryダイアログに進みます。
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図 33 インストールディレクトリダイアログ

Installation Directoryダイアログを使用して PEMサーバーの場所を指定し、Advanced optionsダ

イアログにアクセスします。

• Installation Directoryフィールドを使用してブラウザーダイアログを開き、PEMサーバーをイン

ストールするディレクトリを選択します。

• PEMサーバーを既存のサーバーにインストールする場合は、 Show advanced optionsの隣のボック

スをオンにして、インストールプロセスに Advanced optionsダイアログを含めるようインストーラー

に指示します。

Nextをクリックして続行します。
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図 34 詳細オプションダイアログ

Advanced optionsダイアログのラジオボタンを使用して、インストールタイプを指定します。選択してくだ

さい:

• Postgresサーバーと PEM-HTTPDサーバーの両方が現在のホストに存在する場合は Web Services and

Database。このオプションは、既存の Postgresサーバーを使用して PEMサーバーをホストする場合、ま

たは PEMサーバーインストーラーを使用して PEMサーバーが常駐する Postgresサーバーをインストール

する場合に有効です。

Web Services and Databaseを選択すると、PEMサーバーインストーラーは現在のホストで PEM-

HTTPD のインストールを確認し、必要に応じて PEM-HTTPD をアップグレードまたはインストールし

ます。

• PEM-HTTPD サーバーのみが現在のホストに存在する場合は Web Services 。 Web サービスのインス

トールを参照してくださいこのオプションの呼び出しに関する詳細情報のセクション。

• 現在のホストに PEMサーバーのみをインストールする場合（および pemバックエンドデータベースを作

成する場合） Database。このオプションは、既存の Postgresサーバーを使用して PEMサーバーをホス
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トする場合、または PEMサーバーインストーラーを使用して PEMが常駐する PostgreSQLサーバーをイ

ンストールする場合に有効です。

インストールオプションを選択したら、 Nextをクリックして続行します。

図 35 データベースサーバーの選択ダイアログ

Database Server Selection ダイアログのドロップダウンリストボックスを使用して、PEM サーバーの

バックエンドデータベースを選択します。

• Postgresワンクリックインストーラーまたは Advanced Serverインストーラーを使用してインストールされ

た現在のホスト上の Postgresサーバーの名前を選択します。

• PostgreSQL 9.6 (Packaged)オプションを選択して、PEMサーバーインストーラーにパッケージさ

れている PostgreSQLサーバーをインストールして使用するようインストールウィザードに指示します。

• EnterpriseDB インストーラー以外のソースからインストールされた（つまり、rpm から、またはソースか

らビルドされた）Postgres データベースを使用するように PEM サーバーインストーラーに指示するには、

Other Database Serverを選択します。
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注釈: 選択したデータベースサーバーには sslutils contribモジュールのインストールが含まれており、起動ス

クリプト（Linuxの場合）または登録済みサービス（Windowsの場合）が必要です。

Postgresサーバーの準備については、このセクションを参照してください。

Advanced optionsダイアログで Web Services and Databaseを選択した場合、インストールウィザー

ドは既存の PEM-HTTPDインストールの現在のホストを確認し、必要に応じてサービスをアップグレードまたは

インストールします。

Advanced options ダイアログで Database を選択した場合、 Database Server Installation

Detailsダイアログが開きます。

図 36 データベースサーバーのインストールの詳細ダイアログ

Database Server Installation Detailsダイアログのフィールドを使用して、PEMサーバーをホスト

する Postgresサーバーへの接続を記述します。
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• Postgresサーバーがリッスンするポート番号を Portフィールドに入力します。

• Userフィールドにデータベースのスーパーユーザーの名前を入力します。

• スーパーユーザーに関連付けられたパスワードを Passwordフィールドに入力します。

• Service Nameフィールドに Postgresサーバーのサービススクリプトの名前を入力します。

注釈: サービススクリプトの準備については、このセクションを参照してください。

Nextをクリックして続行します。

図 37 エージェントが接続するネットワークアドレスを指定します

Network Detailsダイアログを使用して、PEMエージェントがサーバーに接続する CIDRスタイルのネット

ワークアドレス（*クライアント側*アドレス）を指定します。指定されたアドレスはサーバーの pg_hba.conf

file.に追加されます
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必要に応じて、初期エントリをテンプレートとして使用して、PostgreSQLサーバー上の pg_hba.confファイル

にエントリを手動で追加することにより、追加のネットワークアドレスを指定できます。

Network addressを追加したら、 Nextをクリックして Agent Detailsダイアログに進みます。

PEMサーバーインストーラーは、サーバーが存在するホストに PEMエージェントをインストールして、サーバー

を監視し、アラート処理およびガベージコレクションサービスを提供します。証明書は、Agent certificate

パスフィールドで指定された場所にもインストールされます。

図 38 存在するエージェントの説明を提供します

PEMエージェントの代替説明または代替エージェント証明書パスを入力するか、デフォルトを受け入れることが

できます。 Nextをクリックして、 Ready to Installダイアログに進みます。
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図 39 インストールを開始する準備ができました

これで、ウィザードで PEMサーバーをインストールする準備ができました。以前に選択したオプションを変更す

るには Backをクリックし、インストールを続行するには Nextをクリックします。
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図 40 インストール中

インストールプロセス中に、インストーラーはシステムにファイルをコピーし、PEMサーバーのバックエンドデー

タベースをセットアップします。 pemデータベースが作成および設定されたことを確認するポップアップダイア

ログが開きます。

図 41 Click OK to confirm that the pem database has been created

OKをクリックして、pemデータベースが作成されたことを確認し、 Completed…ダイアログに進みます。
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図 42 The PEM server installation is complete

別のホストにある PEM-HTTPDサービスを使用している場合は、次を行う必要があります。

• Postgresサーバーホストの pg_hba.confファイルを変更して、ホスト間の接続を許可します。

• PEM-HTTPD サーバーのホストで PEM サーバーインストーラーを起動します。 Web サービスのインス

トールを参照してください PEM-HTTPDのインストールに関する詳細情報のセクション。

3.1.4 コマンドラインからサーバーインストーラーを呼び出す

PEMサーバーおよび PEMエージェントインストーラーのコマンドラインオプションは、リソースまたはシステ

ム構成が制限されているためにグラフィカルインストールが機能しない場合に機能を提供します。次のことができ

ます。

• インストーラーを呼び出して追加のユーザー入力なしでインストールを実行する場合は、 --mode

unattendedオプションを含めます。
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• インストーラーを呼び出して、対話型インストーラーでコマンドラインからインストールを実行する場合

は、 --mode textオプションを含めます。

すべてのコマンドラインオプションがすべてのプラットフォームに適しているわけではありません。コマンドライ

ンオプションの完全なリファレンスガイドについては、インストーラーを起動するときに --helpオプションを

含めてください。

3.1.4.1 無人モードでの PEMサーバーインストーラーの呼び出し

インストーラーを呼び出すときにコマンドラインでインストール設定を指定することにより、PEMサーバーの無

人インストールを実行できます。 PEMサーバーをインストールするシステムは、インターネットにアクセスでき

る必要があることに注意してください。

PEMサーバーをインストールするには管理者権限が必要です。 PEMサーバーインストーラーを呼び出す前に、次

の依存関係をインストールする必要があります。

• PostgreSQL

• pem-httpd

• 言語パック

PEMサーバーのインストーラーを使用して、PEMサーバーの依存関係を満たすことができます。次のコマンドを

使用して、依存関係を抽出します。インストーラーの場所に移動し、次のコマンドを使用して依存関係を抽出し

ます。

pem-server-7.<x>.<x>-windows-x64.exe --extract-dependents C:/

この例では、ファイルは C:/ディレクトリに抽出されます。ファイルを抽出した後、各プログラムをインストー

ルする必要があります。ファイルが含まれるディレクトリ（この例では C:/)に移動し、次のように入力します:

edb-languagepack-<version>-windows-x64.exe --mode unattended

pem-httpd-<version>-windows-x64.exe --mode unattended

postgresql- <version> -windows-x64.exe –mode unattended

次に、PEMサーバーインストーラーを起動できます。

pem-server-7.<x>.<x>-windows-x64.exe --mode unattended

--existing-user <registered_edb_user> --existing-password

<edb_user_password> --pgport <port> --pguser postgres

--pgpassword postgres --cidr-address <cidr_address_range>
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--agent_description pem-agent --systempassword <windows_password>

--agent-crt-path C:/edb

どこで:

registered_edb_user specifies the name of a registered EnterpriseDB user. To register, visit the EDB website

edb_user_password specifies the password associated with the EDB user account.

port specifies the port used by the backing PostgreSQL database; by default, the PostgreSQL database uses port

5432.

cidr_address_range specifies the address range that will be added to the pg_hba.conf file of the PEM

server’s backing database to allow connections from the agents that will be monitored by the server. You may

wish to specify a network range (for example, 192.168.2.0/24) to provide server access to agents that reside on

the same network.

windows_password specifies the password associated with the Windows Administrator’s account.

注釈: 無人モードで起動すると、PostgreSQLインストーラーは、パスワードが postgresの postgresという

名前のユーザーを作成します。

3.1.4.2 テキストモードでの PEMサーバーインストーラーの呼び出し

システムが完全なグラフィカルインストールをサポートしていない場合は、コマンドラインで PEMサーバーイン

ストーラーを呼び出して、対話型インストールを実行できます。 PEMをインストールするシステムにはインター

ネットアクセスが必要であることに注意してください。

PEMサーバーをインストールするには管理者権限が必要です。 PEMサーバーインストーラーを呼び出す前に、次

の依存関係をインストールする必要があります。

• PostgreSQL

• pem-httpd

• 言語パック

PEMサーバーのインストーラーを使用して、PEMサーバーの依存関係を満たすことができます。次のコマンドを

使用して、依存関係を抽出します。インストーラーの場所に移動し、次のコマンドを使用して依存関係を抽出し

ます。

pem-server-7.<x>.<x>-windows-x64.exe --extract-dependents C:/
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ファイルを抽出した後、各プログラムをインストールする必要があります。ファイルを含むディレクトリに移動

し、次を入力します。

edb-languagepack-<version>-windows-x64.exe --mode unattended

pem-httpd-<version>-windows-x64.exe --mode unattended

postgresql-<version>-windows-x64.exe --mode unattended

その後、次のコマンドで PEMサーバーインストーラーを起動できます。

pem-server-7.<x>.<x>-windows-x64.exe --mode text

例

次の例は、Linuxシステムでのテキストモードインストールの実行を示しています。Windowsシステムでのイン

ストールプロセスも同様です。

インストーラーを起動すると、インストーラーが次を歓迎します。

---------------------------------------------------------------------

Welcome to the Postgres Enterprise Manager (PEM) Server Setup Wizard.

---------------------------------------------------------------------

PEMサーバーをインストールする前に、PEMライセンス契約の条項を確認して同意する必要があります。

Please read the following License Agreement. You must accept the terms

of this agreement before continuing with the installation.

Review the license agreement; when prompted, accept the agreement, and

press Return.

Do you accept this license? [y/n]: y

-----------------------------------------------------------------

使用許諾契約に同意すると、登録済みの EnterpriseDBユーザーの名前と住所の入力を求められます。プロンプト

が表示されたら情報を提供します。

EnterpriseDB User Account Information

Please enter the email address and password for your enterprisedb.com

user account.

Email address [ ]:

Password :

-------------------------------------------------------------------

次に、インストールディレクトリの入力を求められます。デフォルトのインストールディレクトリを使用するか、

別の場所を指定できます。

Show advanced optionsの後に Yを入力して、PEMサーバーで既存の Postgresサーバーインストールまた

は PEM-HTTPDインストールを使用できるメニューオプションにアクセスします。
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Installation Directory

Please select a directory for the PEM server installation.

Installation Directory [/opt/edb/pem]:

Show advanced options [y/N]:

------------------------------------------------------------------

データベースサーバーのインストールの詳細の見出しに続くフィールドを使用して、PEMバッキングデータベー

スの PostgreSQLデータベーススーパーユーザーの名前とパスワードを入力します。

Database Server Installation Details

Please specify user and password for the local server - 'PostgreSQL

10' installation running on port 5432.

User [postgres]:

Password :

-----------------------------------------------------------------

プロンプトが表示されたら、PEMサーバーホストの pg_hba.confファイルに追加されるネットワークアドレス

または範囲を指定します。これにより、監視対象ホスト上の PEMエージェントがサーバーに接続できるようにな

ります。

Network Details

Please enter the CIDR formatted network address range that agents will

connect to the server from, to be added to the server's pg_hba.conf

file. For example, 192.168.1.0/24.

Network address [127.0.0.1/32]:

--------------------------------------------------------------

Agent Details フィールドを使用して、エージェントの説明的な名前とエージェント証明書の場所を指定し

ます。

Agent Details.

Please specify a description for the agent.

Description. [Postgres Enterprise Manager Host]:

Agent certificate path [/root/.pem]:

------------------------------------------------------------------

インストーラーは、インストールを続行する前にプロンプトを表示します。 Returnを押してインストールを開

始します:

Setup is now ready to begin installing the PEM server on your computer.

Do you want to continue? [Y/n]:

Please wait while Setup installs the PEM server on your computer.

(次のページに続く)
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(前のページからの続き)

Installing

0%______________ 50% ______________ 100%

###########################

インストーラーは、インストールが完了すると通知します:

Info: Configured the webservice for Postgres Enterprise Manager (PEM)``

Server on port '8443'.

Created and configured the 'pem' database.

EnterpriseDB is the leading provider of value-added products and services for the

↪→Postgres community.

Please visit our website at www.enterprisedb.com
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3.2 Linuxでの PEMサーバーのインストール

RHEL、CentOS、SLES、Debian、または Ubuntuホストに PEMサーバーをインストールする場合、以下を確認す

る必要があります。

1. RPMパッケージを使用して PEMサーバーをインストールする場合、最初にバッキングデータベースを手

動でインストールし、データベースクラスターを作成する必要があります。サーバーのバッキングデータ

ベースは、RPM パッケージまたは BitRock を介してインストールする必要があります。データベースは、

次のバージョンのいずれかである必要があります。

• EDB Postgres Advanced Serverバージョン 9.4以降

• PostgreSQLバージョン 9.4以降

Advanced Serverまたは PostgreSQLデータベースのインストールの詳細については、製品のドキュメントを参照

してください。

2. 接続に信頼認証を使用するには、バッキングデータベースの pg_hba.confファイルを構成する必要があ

ります。 pg_hba.confファイルの変更については、次を参照してください。

https://www.postgresql.org/docs/current/static/auth-pg-hba-conf.html

3. PostgreSQLデータベースを使用している場合は、hstore contribモジュールもインストールする必要

があります。詳細については、次をご覧ください。

https://www.postgresql.org/docs/current/static/hstore.html

4. ファイアウォールを使用している場合、ポート 8443へのアクセスを許可する必要があります。次のコマン

ドを使用します。

firewall-cmd --permanent --zone=public --add-port=8443/tcp

firewall-cmd --reload

3.2.1 RHELまたは CentOS HOSTの追加の前提条件

上記の前提条件に加えて、RHELまたは CentOSホストを使用している場合、次の前提条件が適用されます。

1. 次のいずれかのコマンドを実行して、ホストに epel-releaseパッケージをインストールする必要があ

ります。

• yum -y install https://dl.fedoraproject.org/pub/epel/

epel-release-latest-7.noarch.rpm

• yum install epel-release
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注釈: CentOS-Base.repoファイル（ /etc/yum.repos.dにある）で [extras]リポジトリ定義を

有効にする必要があるかもしれません。

Red Hat Network ユ ー ザ ー の 場 合 、EPEL パ ッ ケ ー ジ を 使 用 す る に は

rhel-<x>-server-optional-rpms リポジトリも有効にする必要があります。* x *はホスト
上の RHEL のバージョンを指定します。 RHN-Classic の RHEL optional subchannel を有効に

することで、リポジトリにアクセスできるようになります。証明書ベースのサブスクリプションをお持ちの

場合は、 Red Hat Subscription Management Guideをご覧ください。

2. また、rhel-<x>-server-extras-rpmsリポジトリを有効にする必要があります。ここで、* x *はホ
スト上の RHELのバージョンを指定します。

3. RHEL 6.x または CentOS 6.x ホストを使用している場合、PEM サーバーをインストールする前にデ

フォルトの httpdサーバーを停止し、コマンドを実行して rh-python36をインストールする必要があり

ます。 PEMサーバーのインストールの一部として、RHELまたは CentOS 6.xホストを使用している場合、

httpd24サーバーがインストールされます。

1. 次のコマンドを使用して、デフォルトの httpdサーバーを停止します。

service httpd stop

2. 次のコマンドを実行して、 rh-python36をインストールします:

yum install centos-release-scl

yum install rh-python36

4. EnterpriseDBリポジトリへのアクセスを許可する資格情報も必要です。資格情報のリクエストについては、

次をご覧ください。

https://info.enterprisedb.com/rs/069-ALB-339/images/Repository%20Access%2004-09-2019.pdf

リポジトリの資格情報を受け取った後、次のことができます。

1. リポジトリー構成ファイルを作成します。

2. ユーザー名とパスワードを指定して、ファイルを変更します。

3. RHELまたは CentOSホストに edb-pemをインストールします。

リポジトリ設定ファイルの作成

リポジトリー構成ファイルを作成するには、スーパーユーザー特権を引き受けて、次のコマンドを呼び出します。

yum -y install https://yum.enterprisedb.com/edb-repo-rpms/

edb-repo-latest.noarch.rpm
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リポジトリ設定ファイルの名前は edb.repoです。ファイルは /etc/yum.repos.dにあります。

ファイルの変更、ユーザー名とパスワードの入力

edb.repoファイルを作成した後、エディターの選択を使用して、有効なパラメーターの値が 1であることを確

認し、 edb.repoの usernameおよび passwordプレースホルダーを置き換えます 4 &#39;&#39;登録済みの

EnterpriseDBユーザーの名前とパスワードを含む仕様。

[edb]

name=EnterpriseDB RPMs $releasever - $basearch

baseurl=https://<username>:<password>@yum.enterprisedb.com/edb/redhat/rhel-$releasever-

↪→$basearch

enabled=1

gpgcheck=1

gpgkey=file:///etc/pki/rpm-gpg/ENTERPRISEDB-GPG-KEY

3.2.1.1 CentOSまたは RHELホストへの PEMサーバーのインストール

yumを使用して PEMサーバーをインストールできます。

yum install edb-pem-server

システムで認識されないソースによって署名された RPMパッケージをインストールすると、yumはローカルサー

バーにキーをインポートする許可を求める場合があります。プロンプトが表示され、パッケージが信頼できるソー

スからのものであることに満足したら、 yを入力し、 Returnを押して続行します。

インストール中に、yumは解決できない依存関係に遭遇する場合があります。存在する場合、手動で解決する必要

がある依存関係のリストが提供されます。

分離されたネットワークにあるマシンに PEMサーバーをインストールする場合、最初にそのマシンに PEMリポ

ジトリを作成する必要があります。分離されたネットワークでの PEMリポジトリの作成の詳細については、‘‘分

離されたネットワークでの PEMリポジトリの作成 ‘‘を参照してください。。

3.2.1.2 Debianまたは Ubuntuホストへの PEMサーバーのインストール

Debian または Ubuntu ホストに PEM をインストールするには、EnterpriseDB リポジトリへのアクセスを許可す

る資格情報が必要です。リポジトリの資格情報を要求するには、‘‘EnterpriseDB <https://www.enterprisedb.com/

repository-access-request>‘_。

次の手順では、EnterpriseDB aptリポジトリを使用して Debianパッケージをインストールする手順を説明します。

コマンドを使用する場合、ユーザー名とパスワードを EnterpriseDBが提供する資格情報に置き換えます。

1. https://apt.enterprisedb.com/にアクセスし、ルートとしてログインします。

sudo su -

2. EnterpriseDBリポジトリを構成します。
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sh -c 'echo /"deb https://username:password@apt.enterprisedb.com

$(lsb_release - cs)-edb/ $(lsb_release -cs) main/" > /etc/apt/sources.

list.d/edb-$(lsb_release -cs).list'

3. 安全な APTリポジトリのサポートをシステムに追加します。

apt-get install apt-transport-https

4. EBD署名キーを追加します。

wget -q -O -https://username:password@apt.enterprisedb.com/edb-deb.gpg.

key | apt-key add -

5. リポジトリのメタデータを更新します。

apt-get update

6. 次のコマンドを使用して、PEMサーバーの Debianパッケージをインストールします。

apt-get install edb-pem-server

3.2.1.3 SLESホストへの PEMサーバーのインストール

Advanced Serverのインストールと SLESホストへのサポートコンポーネントの詳細については、次の場所にある*

EDB Postgres Advanced Serverインストールガイド*を参照してください。

https://www.enterprisedb.com/edb-docs/p/edb-postgres-enterprise-manager

SLESパッケージは以下から入手できます。 https://zypp.enterprisedb.com

PEMをインストールする前に、前提条件パッケージをインストールする必要があります。次のコマンドを呼び出

して、* sp_no *を使用しているサービスパック（SP2または SP3など）に置き換えます。

SUSEConnect -p sle-module-legacy/12/x86_64

SUSEConnect -p sle-sdk/12/x86_64

zypper addrepo https://download.opensuse.org/repositories/Apache:Modules/

SLE_12_<sp_no>/Apache:Modules.repo

zypper addrepo http://download.opensuse.org/repositories/Cloud:/

OpenStack:/Newton:/cisco-apic:/2.3.1/SLE_12_<sp_no>/ pem_opensuse_boost

zypper refresh

zypper install edb-pem-server
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3.2.1.4 PEMサーバーの構成

PEMサーバーを設定する前に、バッキングデータベースに sslutils拡張機能がインストールされていることを

確認してください。

• Advanced Server バッキングデータベースの場合、サーバーバージョンに対応するリポジトリを有効にし、

次のコマンドを使用します。

yum install edb-as<x>-server-sslutils

• PostgreSQLバッキングデータベースを使用している場合は、PostgreSQLコミュニティリポジトリにアクセ

スできることを確認し、次のコマンドを使用します。

yum install sslutils_<x> postgresql<X>-contrib

ここで、* x *はサーバーのバージョンです。

PEM サーバーインストーラーには、RPM インストールの構成プロセスを自動化するためのスクリプト

（ configure-pem-server.sh ）が含まれています。スクリプトは /usr/edb/pem/bin ディレクトリ

にインストールされます。スクリプトを呼び出すには、次のコマンドを使用します。

/usr/edb/pem/bin/configure-pem-server.sh

スクリプトを呼び出すときに、構成プロパティを指定するコマンドラインオプションを含めることができます。ス

クリプトは、コマンドラインで省略した値の入力を求めます。受け入れられるオプションは次のとおりです。

オ プ シ

ョン

説明

-acp PEMエージェントの証明書パスを定義します。デフォルトは /root/.pemです。

-ci サーバーの pg_hba.confファイルに追加される、エージェントがサーバーに接続する CIDR形式

のネットワークアドレス範囲。たとえば、 192.168.1.0/24。デフォルトは 0.0.0.0/0です。

-dbi データベースサーバーのインストールディレクトリ。たとえば、Advanced Serverの場合は /usr/

edb/as10、PostgreSQLの場合は /usr/pgsql-10です。

-ds PEMデータベースサーバーのユニットファイル名。 Advanced Serverの場合、デフォルトのファイ

ル名は edb-as-10です。 PostgreSQLの場合、 postgresql-10です。

-ho PEMデータベースサーバーのホストアドレス。

-p PEMデータベースサーバーのポート番号。

-ps pemagentのサービス名。デフォルト値は pemagentです。

-sp PEMデータベースサーバーのスーパーユーザーパスワード。この値は必須です。

-su PEMデータベースサーバーのスーパーユーザー名。

-t インストールの種類:構成がWebサービスとバッキングデータベース用の場合は 1、Webサービス

を構成する場合は 2、バッキングデータベースを構成する場合は 3を指定します。 3を指定する場

合、データベースはローカルホストに存在する必要があることに注意してください。
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コマンドラインで構成プロパティを指定しない場合、スクリプトによって値の入力が求められます。スクリプトを

呼び出すとき、次から選択します。

1. Web Services and Database- Select this option if the web server and database both reside on the same host as the

PEM server.

2. Web Services- Select this option if the web server resides on a different host than the PEM server.

3. Database- Select this option to configure the PEM backing database for use by the PEM server. Please note that the

specified database must reside on the local host.

注釈: Webサーバーとバッキングデータベースが別々のホストにある場合は、最初にデータベースサーバーを構

成し（オプション 3）、次にWebサービスを構成します（オプション 2）。Webサービスの前にバッキングデータ

ベースが構成されていない場合、スクリプトは終了します。

構成オプションを選択すると、スクリプトは構成プロパティの入力を求めるプロンプトに進みます。スクリプトが

完了すると、PEMサーバーが必要とするオブジェクトを作成するか、必要な構成手順を実行します。

スクリプト関連のヘルプを表示するには、次のコマンドを使用します。

/usr/edb/pem/bin/configure-pem-server.sh -help

RHELまたは CentOS 6.xホストを使用している場合は、PEMサーバーを構成した後に httpd24サーバーを再起動

します。次のコマンドを使用します。

service httpd24-httpd restart

PEMサーバーを構成したら、ブラウザーで PEM Webインターフェイスにアクセスできます。以下に移動します:

https:// <ip_address_of_PEM_server>:8443 /ペム

3.3 隔離されたネットワークでの PEMリポジトリの作成

PEMをインストールするサーバーが EnterpriseDBリポジトリに直接アクセスできない場合、PEM RPMパッケー

ジのホストとして機能するローカルリポジトリを作成できます。これは、必要な手順の概要であることに注意して

ください。個々のネットワークのプロセスを変更する必要がある場合があります。ローカルリポジトリを作成して

使用するには、以下を行う必要があります。

1. 次のコマンドを使用して、インターネットアクセスが可能なマシンに PEMに必要なすべての依存関係をダ

ウンロードします。

yum install yum-plugin-downloadonly

mkdir /tmp/<pem_dir>

(次のページに続く)
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(前のページからの続き)

yum install --downloadonly --downloaddir=/tmp/<pem_dir>/ edb-pem-server

mkdir /tmp/<epel_dir>

yum install --downloadonly --downloaddir=/tmp/<epel_dir>/ epel-release*

どこで、* <pem_dir> および <epel_dir> *は、RPM をダウンロードするために作成するローカルディレクトリ

です。

2. ディレクトリをコピーします* / tmp / <pem_dir>および / tmp / <epel_dir> *分離されたネットワーク内にあ
るマシンへ。

3. リポジトリを作成します。

yum install createrepo

createrepo /tmp/<pem_dir>

createrepo /tmp/<epel_dir>

5. 以下を指定する接続情報を使用して、 /etc/yum.repos.d/pem.repoというリポジトリー構成ファイ

ルを作成します。

[pemrepo]

name=PEM Repository

baseurl=file:///tmp//<pem_dir>/

enabled=1

gpgcheck=0

6. 以下を指定する接続情報を使用して、 /etc/yum.repos.d/epel.repo というリポジトリー構成ファ

イルを作成します。

[epelrepo]

name=epel Repository

baseurl=file:///tmp/<epel_dir>/

enabled=1

gpgcheck=0

ローカルリポジトリの場所と接続情報を指定したら、yumコマンドを使用して PEMサーバーをインストールまた

はアップグレードできます。

• PEMサーバーをインストールするには:

yum install edb-pem-server

• PEMサーバーをアップグレードするには:

68 第 3 章 Postgres Enterprise Managerのインストール



Postgres Enterprise Manager,リリース 7.11

yum upgrade edb-pem-server

ローカル yumリポジトリの作成の詳細については、https://wiki.centos.org/HowTos/CreateLocalReposにアクセス

してください。

3.4 Windowsでの PEMエージェントのインストール

PEMエージェントインストーラーを起動するには、 Administrative特権を想定し、インストーラーが含まれ

るディレクトリに移動します。次に、次のコマンドを使用してインストーラーを起動します。

pem_agent-7.<x>.<x>-<x>-platform.exe

Setup…ページが開き、PEMエージェントインストーラーが表示されます。

図 43 The PEM Agent Installer’s Welcome dialog

Nextをクリックして、 License Agreementに進みます。
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図 44 The PEM License Agreement

適切なラジオボタンを強調表示して契約に同意する前に、ライセンス契約を注意深く確認してください。 Nextを

クリックして、 Installation Directoryダイアログに進みます。
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図 45 インストールディレクトリの指定

デフォルトでは、PEMエージェントは /home/opt/PEM directoryにインストールされます。デフォルトの

インストールディレクトリを受け入れるか、 Installation Directoryフィールドの内容を変更して、PEM

エージェントの代替インストールディレクトリを指定できます。

デフォルトでは、PEMエージェントインストーラーは管理者の %APPDATA%/pemディレクトリに証明書を配置

します。 Show advanced optionsボックスをチェックして、証明書ファイルの代替パスを指定できるダイア

ログを PEMエージェントインストーラーに含めることを示します。

Register now? の隣のボックスをチェックして、新しくインストールされた PEM エージェントを PEM サー

バーに登録するようインストーラーに指示します。

Nextをクリックして、 PEM Server Installation Detailsダイアログに進みます。
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図 46 Provide PEM server installation details

PEM server installation detailsダイアログで PEMサーバーの接続の詳細を入力します:

• PEM データベースサーバーが存在するシステムの名前または IP アドレスを Host フィールドに指定しま

す。注:PEM-HTTPD Web サーバーと PEM データベースが異なるシステムでホストされている場合は、*

PEMデータベースのホスト*を指定する必要があります。

• User Nameフィールドにデータベースのスーパーユーザーの名前を指定します。

• Passwordフィールドでデータベースのスーパーユーザーに関連付けられたパスワードを指定します。

• PostgreSQLが監視しているポートを Portフィールドに指定します。

Next をクリックして続行します。インストーラーはサーバーに接続して、詳細が正しいことを確認しようとし

ます。

注釈: PEMサーバーは、PEMエージェントインストーラーからの接続を許可する必要があります。接続エラーが

発生した場合は、 PEM Server Installation Detailsダイアログで指定された接続プロパティが正しい
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ことを確認し、 pg_hba.confファイル（PEMサーバー上）がエラーで説明されているサーバーへの接続を許可

することを確認しますメッセージ。

図 47 Specify a descriptive name for the PEM agent

PEM Webインターフェースの Browserパネルに表示されるツリーコントロールには、 Descriptionフィー

ルドに入力された値が表示され、PEMエージェントを識別します。エージェントがインストールされているマシ

ンのホスト名など、エージェントの説明的な名前、またはホストの機能を反映する名前を指定します。

わかりやすい名前を指定するか、PEMエージェントホストによって提供されるデフォルトを受け入れ、 Nextを

クリックして続行します。

Show advanced optionsチェックボックスをオンにすると、Advanced optionsダイアログが開きます。
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図 48 証明書のパスを提供

デフォルトでは、PEMエージェントインストーラーは証明書を /root/.pem directoryに配置します。証明

書の代替パスを指定するか、デフォルトを受け入れて Nextをクリックします。

これで、ウィザードで PEM エージェントをインストールする準備ができました。 Back をクリックしてインス

トールディレクトリを修正するか、 Nextをクリックして続行します。
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図 49 The PEM Agent installation is ready to begin

Ready to Install ダイアログで Next をクリックして、インストーラーにファイルをシステムにコピーし、

PEMサーバーにエージェントを登録するよう指示します。
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図 50 進行状況バーはインストールの進行状況を示します

PEMエージェントインストーラーには、PEMエージェントのインストールの進行状況を示す進行状況バーが表示

されます。
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図 51 The PEM Agent installation is complete

インストールが完了すると、PEM エージェントが実行され、オペレーティングシステムとホストデータが PEM

サーバーに報告されます。 PEMエージェントのホストで Postgresインスタンスの監視を開始するには、PEMの

エンタープライズディレクトリに追加し、エージェントにバインドする必要があります。
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3.4.1 コマンドラインからのエージェントインストーラーの呼び出し

PEMエージェントインストーラーのコマンドラインオプションは、リソースまたはシステム構成が制限されてい

るためにグラフィカルインストールが機能しない場合に機能を提供します。次のことができます。

• インストーラーを呼び出して追加のユーザー入力なしでインストールを実行する場合は、 --mode

unattendedオプションを含めます。

• インストーラーを呼び出して、対話型インストーラーでコマンドラインからインストールを実行する場合

は、 --mode textオプションを含めます。

すべてのコマンドラインオプションがすべてのプラットフォームに適しているわけではありません。コマンドライ

ンオプションの完全なリファレンスガイドについては、インストーラーを起動するときに --helpオプションを

含めてください。

3.4.1.1 無人モードでの PEMエージェントインストーラーの呼び出し

インストーラーを呼び出すときにコマンドラインでインストール設定を指定することにより、PEMサーバーの無

人インストールを実行できます。 PEMサーバーをインストールするシステムは、インターネットにアクセスでき

る必要があることに注意してください。

無人モードで PEMエージェントインストーラーを呼び出す前に、以下を行う必要があります。

• PEMサーバーをインストールします。 PEMサーバーの pg_hba.confファイルは、PEMエージェント

のホストからの接続を許可する必要があります。

• PEMエージェントのホストで SE Linuxを無効にします。詳細については、セクションソフトウェアの前

提条件を参照してください。。

• 監視対象の Postgresデータベースで SSLが有効になっており、接続を受け入れていることを確認してくだ

さい。

PEMエージェントをインストールするには管理者権限が必要です。次のコマンドを使用して、無人モードで PEM

エージェントインストーラーを呼び出します。

pem-agent-7.<x>.<x>-windows-x64.exe --mode unattended

--pghost <pem_server_host_address> --pgport <pem_server_port>

--pguser postgres --pgpassword <pguser_password>

--agent_description <agent_name>

どこで:

pem_server_host_address specifies the IP address of the host of the PEM server.

pem_server_port specifies the port used by the backing PEM database; by default, the database uses port 5432.

pguser_password specifies the password associated with the PEM database superuser.
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agent_name specifies a descriptive name for the PEM agent.
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3.4.1.2 テキストモードでの PEMエージェントインストーラーの呼び出し

システムが完全なグラフィカルインストールをサポートしていない場合、コマンドラインで PEMエージェントイ

ンストーラーを呼び出して、対話型インストールを実行できます。エージェントをインストールするシステムは、

PEMサーバーにアクセスできる必要があることに注意してください。

PEM サーバーをインストールするには管理者権限が必要です。次のコマンドを使用して、PEM サーバーインス

トーラーを起動できます。

pem-server-7.<x>.<x>-windows-x64.exe --mode text

例

PEMエージェントインストーラーを起動すると、インストーラーが表示されます。

--------------------------------------------------------------------

Welcome to the Postgres Enterprise Manager (PEM) Agent Setup Wizard.

--------------------------------------------------------------------

PEMサーバーをインストールする前に、PEMライセンス契約の条項を確認して同意する必要があります。

Please read the following License Agreement. You must accept the

terms of this agreement before continuing with the installation.

Press [Enter] to continue:

Do you accept this license? [y/n]:

-----------------------------------------------------------------

次に、インストールディレクトリの入力を求められます。デフォルトのインストールディレクトリを使用するか、

別の場所を指定できます。

デフォルトでは、PEMエージェントインストーラーは管理者の %APPDATA%/pemディレクトリに証明書を配置

します。証明書ファイルの代替パスを指定できるメニューオプションにアクセスするには、 Show advanced

optionsの後に Yを入力します。

Installation Directory

Please select a directory for PEM agent installation.

Installation Directory [/opt/edb/pem]:

Show advanced options [y/N]:

-----------------------------------------------------------------

プロンプトが表示されたら、PEMサーバーのインストールに関する情報を入力します。

PEM server installation details``

Please verify the PEM server installation details

Host [localhost]:

User Name [postgres]:

(次のページに続く)
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(前のページからの続き)

Password :

Port [5432]:

-----------------------------------------------------------------

エージェントにわかりやすい名前を付けるか、returnキーを押してデフォルトを受け入れます。

Agent Details

Please provide the agent description

Description [localhost]:

-----------------------------------------------------------------

インストーラーは、インストールを続行する前にプロンプトを表示します。 Returnキーを押してインストールを

開始します。

Setup is now ready to begin installing the PEM agent on your

computer.

Do you want to continue? [Y/n]:

Please wait while Setup installs the PEM agent on your computer.

Installing

0% ______________ 50% ______________ 100%

#########################################

インストーラーは、インストールが完了すると通知します:

EnterpriseDB is the leading provider of value-added products and services for the

↪→Postgres community.

Please visit our website at www.enterprisedb.com.

注釈: PEM 7.11以降のバージョンがインストールされているWindowsエージェントによって実行されるシェル/

バッチスクリプトを構成する場合、 agent.cfgファイルで AllowBatchJobStepsパラメーターを Trueに

設定する必要があります。 pemagentは、デフォルトではバッチ/シェルスクリプトを実行しません。
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3.5 Linuxでの PEMエージェントのインストール

3.5.1 CentOSまたは RHELホストへの PEMエージェントのインストール

Linuxシステムでは、 yumパッケージマネージャーを使用して PEMエージェントをインストールできます。パッ

ケージマネージャーを使用してホストに PEMエージェントをインストールする前に、以下を行う必要があること

に注意してください。

• 次のコマンドのいずれかを実行して、ホストに epel-releaseパッケージをインストールします。

• yum -y install https://dl.fedoraproject.org/pub/epel/

epel-release-latest-7.noarch.rpm

• yum install epel-release

注釈: CentOS-Base.repoファイル（ /etc/yum.repos.dにある）で [extras]リポジトリ定義を

有効にする必要があるかもしれません。

• EnterpriseDBリポジトリへのアクセスを許可する資格情報も必要です。資格情報のリクエストについては、

次をご覧ください。

https://info.enterprisedb.com/rs/069-ALB-339/images/Repository%20Access%2004-09-2019.pdf

リポジトリの資格情報を受け取った後、次のことができます。

1. リポジトリー構成ファイルを作成します。

2. ユーザー名とパスワードを指定して、ファイルを変更します。

3. edb-pem-agentをインストールします。

リポジトリ設定ファイルの作成

リポジトリー構成ファイルを作成するには、スーパーユーザー特権を引き受けて、次のコマンドを呼び出します。

yum -y install https://yum.enterprisedb.com/edb-repo-rpms/

edb-repo-latest.noarch.rpm

リポジトリ設定ファイルの名前は edb.repoです。ファイルは /etc/yum.repos.dにあります。

ファイルの変更、ユーザー名とパスワードの入力

edb.repoファイルを作成した後、エディターの選択を使用して、有効なパラメーターの値が 1であることを確

認し、 edb.repoの usernameおよび passwordプレースホルダーを置き換えます 4 &#39;&#39;登録済みの

EnterpriseDBユーザーの名前とパスワードを含む仕様。
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[edb]

name=EnterpriseDB RPMs $releasever - $basearch

baseurl=https://<username>:<password>@yum.enterprisedb.com/edb/redhat/rhel-$releasever-

↪→$basearch

enabled=1

gpgcheck=1

gpgkey=file:///etc/pki/rpm-gpg/ENTERPRISEDB-GPG-KEY

PEMエージェントのインストール

設定ファイルへの変更を保存した後、yum install コマンドを使用して edb-pem-agent をインストールできま

す。たとえば、次のコマンドは edb-pem-agentをインストールします。

yum install edb-pem-agent

インストールが完了すると、 yumはインストールされたパッケージと依存関係のリストを表示します。

図 52 Using an RPM package to install the PEM agent

システムで認識されないソースによって署名された RPMパッケージをインストールすると、yumはローカルサー

バーにキーをインポートする許可を求める場合があります。プロンプトが表示され、パッケージが信頼できるソー

スからのものであることに満足したら、 yを入力し、 Returnを押して続行します。

インストール中に、yumは解決できない依存関係に遭遇する場合があります。存在する場合、手動で解決する必要

がある依存関係のリストが提供されます。
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3.5.2 Debianまたは Ubuntuホストへの PEMエージェントのインストール

Debian または Ubuntu ホストに PEM をインストールするには、EnterpriseDB リポジトリへのアクセスを許可

する資格情報が必要です。リポジトリの資格情報を要求するには、‘‘EnterpriseDB に連絡してください<https:

//www.enterprisedb.com/repository-access-request>‘_。

次の手順では、EnterpriseDB aptリポジトリを使用して Debianパッケージをインストールする手順を説明します。

コマンドを使用する場合、ユーザー名とパスワードを EnterpriseDBが提供する資格情報に置き換えます。

1. https://apt.enterprisedb.com/にアクセスし、ルートとしてログインします。

sudo su -

2. EnterpriseDBリポジトリを構成します。

sh -c 'echo /"deb https://username:password@apt.enterprisedb.com/

$(lsb_release - cs)-edb/ $(lsb_release -cs) main/" > /etc/apt/sources.

list.d/edb-$(lsb_release -cs).list'

3. 安全な APTリポジトリのサポートをシステムに追加します。

apt-get install apt-transport-https

4. EBD署名キーを追加します。

wget -q -O -https://username:password@apt.enterprisedb.com/edb-deb.gpg.

key | apt-key add -

5. リポジトリのメタデータを更新します。

apt-get update

6. 次のコマンドを使用して、PEMエージェントの Debianパッケージをインストールします。

apt-get install edb-pem-agent

3.5.3 SLESホストへの PEMエージェントのインストール

Advanced Serverのインストールおよび SLESホストへのサポートコンポーネントの詳細については、

‘EDB Postgres Advanced Server インストールガイド<https://www.enterprisedb.com/edb-docs/p/edb-postgres-
enterprise-manager>‘_ _

SLESパッケージは以下から入手できます。

‘ <https://zypp.enterprisedb.com>‘_ _
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PEMをインストールする前に、前提条件パッケージをインストールする必要があります。 * sp_no *を使用してい
るサービスパック（SP2または SP3）に置き換えて、次のコマンドを使用します。

SUSEConnect -p sle-module-legacy/12/x86_64

SUSEConnect -p sle-sdk/12/x86_64

zypper addrepo https://download.opensuse.org/repositories/Apache:Modules/SLE_12_<sp_no>

↪→/Apache:Modules.repo

zypper addrepo http://download.opensuse.org/repositories/Cloud:/OpenStack:/Newton:/

↪→cisco-apic:/2.3.1/SLE_12_<sp_no>/ pem_opensuse_boost

zypper refresh

zypper install edb-pem-agent

3.5.4 エージェントの登録

各 PEMエージェントは、PEMサーバーに*登録*する必要があります。登録プロセスは、エージェントと通信する

ために必要な情報を PEMサーバーに提供します。 PEMエージェントのグラフィカルインストーラーはエージェ

ントの自己登録をサポートしますが、グラフィカルインストール中に PEMエージェントの登録をスキップするか、

RPMパッケージを使用して PEMエージェントをインストールする場合、 pemworkerユーティリティを使用し

てエージェントを登録できます。

RPMインストーラーは PEMエージェントを /usr/pem/agent/binディレクトリに配置します。エージェン

トを登録するには、pemworkerユーティリティを呼び出すときに、--register-agentキーワードと登録の

詳細を含めます。

pemworker --register-agent

pemworkerユーティリティを呼び出すときに、コマンド文字列にコマンドラインオプションを追加します。各オプ

ションの後には、対応する値が続く必要があります。
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オプション 説明

–pem-server PEMバックエンドデータベースサーバーの IPアドレスを指定します。この

パラメーターは必須です。

-ペンポート PEM バックエンドデータベースサーバーのポートを指定します。デフォル

ト値は 5432です。

–pem-user PEMバックエンドデータベースサーバーのデータベースユーザー（スーパー

ユーザー特権を持つ）の名前を指定します。このパラメーターは必須です。

–pem-agent-user PEM サーバーバックエンドデータベースサーバーに接続するエージェント

ユーザーを指定します。

–cert-path 証明書が作成されるディレクトリへの完全なパスを指定します。パスを指定

しない場合、証明書は次の場所に作成されます。Linuxでは～/ .pem Windows

では％ APPDATA％/ pem

–config-dir 構成ファイルが見つかるディレクトリパスを指定します。デフォルトは

<pemworker path> /../etc。

-表示名 PEM Browserツリーコントロールに表示されるエージェントのわかりやすい

名前を指定します。デフォルトはシステムのホスト名です。

-強制登録 force_registration句を含めて、指定された引数でエージェントを登録するよ

うに PEMサーバーに指示します。この句は、既存のエージェント構成をオー

バーライドする場合に役立ちます。デフォルト値は ‘‘はい ‘‘です。

-グループ エージェントが表示されるグループの名前。

-チーム 監視対象データベースサーバーにアクセスする必要がある PEMバックエン

ドデータベースサーバー上のデータベースロールの名前。

-所有者 エージェントを所有する PEMバックエンドデータベースサーバー上のデー

タベースユーザーの名前。

–allow_server_restart allow-server_restartパラメーターを有効にして、PEMが監視対象サーバーを

再起動できるようにします。デフォルト値は Falseです。

–allow-batch-probes allow-batch-probesパラメーターを有効にして、PEMがこのエージェントで

バッチプローブを実行できるようにします。デフォルト値は Falseです。

–batch-script-user バッチ/シェルスクリプトの実行に使用するオペレーティングシステムユー

ザーを指定します。デフォルト値は none です。このパラメーターを空白の

ままにした場合、または指定したユーザーが存在しない場合、スクリプトは

実行されません。

–enable-heartbeat-connection enable-heartbeat-connectionパラメーターを有効にして、PEMエージェント

とサーバー間に専用のハートビート接続を作成し、アクティブステータスを

更新します。デフォルト値は Falseです。

–enable-smtp enable-smtpパラメーターを有効にして、PEMエージェントが PEMサーバー

の代わりに電子メールを送信できるようにします。デフォルト値は Falseで

す。

–enable-snmp enable-snmp パラメーターを有効にして、PEM エージェントが PEM サー

バーに代わって SNMP トラップを送信できるようにします。デフォルト値

は Falseです。
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Audit Manager、Log Manager、Tuning Wizard など、pemagent でデータベースサーバーの再起動が必要な PEM

機能を使用する場合は、 allow_server_restartの値を trueとして設定する必要があります agent.cfg

ファイル。

注釈: PEM 7.11以降のバージョンがインストールされている PEMエージェントによって実行されるシェル/バッ

チスクリプトを構成する場合、 batch_script_user parameterのユーザーを指定する必要があります。ス

クリプトの実行には、非 rootユーザーを使用することを強くお勧めします。 rootユーザーを使用すると、データ

のセキュリティとオペレーティングシステムのセキュリティが低下する可能性があります。ただし、スクリプトを

実行するために rootユーザーを使用して pemagentを元の設定に復元する場合は、 batch_script_userパ

ラメーター値を rootに設定する必要があります。

PEM データベースで変更が行われる前に、接続エージェントは PEM データベースサーバーで認証されます。

pemworker ユーティリティを呼び出すときは、PEM サーバー管理ユーザーロールに関連付けられたパスワード

（ postgres）を提供する必要があります。管理パスワードを指定するには 3つの方法があります。できること:

• PEM_MONITORED_SERVER_PASSWORD環境変数を設定します。

• コマンドラインで PGPASSWORDキーワードを使用してパスワードを指定します。

• .pgpassファイルにエントリを作成します。

パスワードの入力に失敗すると、パスワード認証エラーが発生します。他の必須だが省略された情報の入力を求め

られます。登録が完了すると、サーバーはエージェントが正常に登録されたことを確認します。

PEMエージェント構成パラメーターの設定

PEM エージェント RPM インストーラーは、 /usr/pem/agent/etc ディレクトリに agent.cfg.sample

という名前のサンプル構成ファイルを作成します。 PEMエージェントを登録すると、 pemworkerプログラムが

実際のエージェント構成ファイル（ agent.cfg という名前）を作成します。 agent.cfg ファイルを修正し、

次の設定パラメーターを追加する必要があります:

heartbeat_connection = true

ca-bundle.crt ファイル（認証局）の場所も追加する必要があります。デフォルトでは、インストーラーは

agent.cfg.sampleファイルで指定された場所に ca-bundle.crtファイルを作成します。サンプルファイ

ルからデフォルトのパラメーター値をコピーするか、別の場所に保存されている ca-bundle.crtファイルを使

用する場合は、その値を ca_fileパラメーターに指定します。

ca_file=/usr/libexec/libcurl-pem7/share/certs/ca-bundle.crt

次に、プラットフォーム固有のコマンドを使用して、PEMエージェントサービスを開始します。サービスの名前

は pemagentです。たとえば、CentOSまたは RHEL 6.xシステムでは、次のコマンドを使用します。

/etc/init.d/pemagent

CentOSまたは RHEL 7.xホストで、systemctlを使用してサービスを開始します。
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systemctl start pemagent

サービスは、エージェントを開始していることを確認します。エージェントが登録および起動されると、PEM Web

インターフェースの Global Overviewおよび Object browserに表示されます。

pemworkerユーティリティを使用してサーバーを登録する方法については、 pemworkerを参照してください

<https://www.enterprisedb.com/resources/product-documentation>‘_ _
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PEM Webインターフェイス

PEMサーバーとエージェントをインストールした後、PostgreSQLまたは Advanced Serverインスタンスの監視と

管理を開始するように PEMを構成できます。 PEMサーバーインストーラーは、PEM Webインターフェイスを

インストールします。インターフェイスを使用して、監視対象サーバーに存在するオブジェクトに関する情報を確

認したり、PEMサーバーによって収集された統計情報を確認したりできます。

PEMをインストールして構成したら、ブラウザを使用して PEM Webインターフェイスにアクセスできます。ブ

ラウザを開き、次の場所に移動します。

https://<ip_address_of_PEM_host>:8443/pem

Where ip_address_of_PEM_host specifies the IP address of the host of the PEM server. The Postgres

Enterprise Manager Web Login window opens:
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図 1 The PEM Web Login page

Postgres Enterprise Manager Loginウィンドウのフィールドを使用して、PEMサーバーで自分自身を

認証します。

• Username フィールドに pem データベースユーザーの名前を入力します。最初に接続するユーザーの場

合、これは PEMサーバーのインストール時に指定された名前になります。

• ユーザーに関連付けられたパスワードを Passwordフィールドに入力します。

Loginボタンをクリックして、PEMサーバーに接続します。
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図 2 The PEM Web interface

PEM Webインターフェイスを使用してデータベースサーバーを管理または監視する前に、サーバーを PEMサー

バーに*登録*する必要があります。サーバーを登録するとき、サーバーへの接続を記述し、接続の認証情報を提供

し、管理設定を指定します（オプションでエージェントをバインドします）。

サーバーは管理されている場合と管理されていない場合があります。

• *管理*サーバーは PEM エージェントにバインドされます。 PEM エージェントは、バインドされている

サーバーを監視し、PEMダッシュボードに表示するためにタスクを実行したり統計をレポートします。管

理対象サーバーは、パッケージ管理やカスタムアラートなどの拡張 PEM 機能にアクセスできます。サー
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バーを登録するときに、必要に応じて管理対象サーバーを PEMで再起動することもできます。

• *管理されていない*サーバーは PEMエージェントにバインドされていません。非管理対象サーバーでデー

タベースオブジェクトを作成できますが、拡張 PEM機能（パッケージ管理やカスタムアラートなど）は非

管理対象サーバーではサポートされていません。

また、登録するサーバーの pg_hba.confファイルが PEM Webインターフェイスのホストからの接続を許可し

ていることを確認する必要があります。

PEM Webインターフェースに関するオンラインヘルプ情報にアクセスするには、メニューバーから Helpを選択

します。追加情報は、Helpから.pdfおよび.html形式で入手できます。 <https://www.enterprisedb.com/resources/

product-documentation>‘_ _

• The PEM Getting Started Guide contains information about registering and managing servers, agents, and users.

• The PEM Enterprise Features Guide contains information about using the tools and wizards that are part of the

web interface.

• The PEM Agent Guide contains helpful information about managing your PEM agents.

• The PEM Upgrade and Migration Guide contains information about upgrading to PEM 7.8 from a previous

version.

• The PEM PgBouncer Configuration Guide contains information about using PgBouncer with your PEM instal-

lation.

• The PEM EDB Ark Management Guide contains information about using PEM to manage cloud installations of

Advanced Server and PostgreSQL.
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SQLプロファイラープラグインのインストール

SQLプロファイラプラグインを使用すると、サーバーのワークロードをプロファイルできます。 SQLプロファイ

ラーを使用する各サーバーにプラグインをインストールする必要があります。たとえば、PostgreSQL 9.6 および

PostgreSQL 10を実行しているホストがある場合は、各サーバーに 1つずつ、2つのバージョンのプラグインをイ

ンストールする必要があります。

Postgres Enterprise Manager™ の SQL プロファイラーは、PostgreSQL バージョン 9.4 以上および Advanced

Server バージョン 9.4 以上の EnterpriseDB ディストリビューションでのみ公式にサポートされていま

す。プラグインは StackBuilder を介して配布されるか、 ‘EnterpriseDB Web サイトから入手できます
<https://www.enterprisedb.com/advanced-downloads>‘_ _

プラグインは、Advanced Serverインストーラーのサーバーコンポーネントとともに配布およびインストールされ

ます。

SQL Profilerプラグインは、PEMエージェントの有無にかかわらずサーバーにインストールできますが、トレー

スは非管理対象サーバーでアドホックモードでのみ実行でき、管理対象サーバーでのみスケジュールできます。

Configurationセクションに進む前に、以下のインストール手順に従って PostgreSQLのプラグインをインス

トールしてください。 Advanced Serverを使用している場合は、 Configurationセクションまでスキップでき

ます。

グラフィカルインストーラーを使用して、Windowsプラットフォームに任意のバージョンの SQLプロファイラー

をインストールできます。

Linuxでは、グラフィカルインストーラーを使用してデータベースサーバーをインストールした場合、グラフィカ

ルインストーラーを使用して SQLプロファイラーをインストールする必要があります。 RPMパッケージを使用
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してデータベースサーバーをインストールした場合は、RPMパッケージを使用して SQLプロファイラーをインス

トールする必要があります。

5.1 グラフィカルインストーラーを使用した SQL プロファイラーのインス
トール

SQL Profiler グラフィカルインストーラーを起動するには、スーパーユーザー特権（または Windows の場合は

Administrator 特権）を想定し、インストーラーを含むディレクトリに移動し、次のコマンドでインストー

ラーを起動します:

postgresql<pg_version>-sqlprofiler-<sql_profiler_version>

ここで、* pg_versionは postgresのバージョンであり、 sql_profiler_version *は SQLプロファイラーのバージョ

ンです。

SQL Profilerインストーラーがセットアップウィザードにようこそ。

図 1 The SQL Profiler Installer Welcome dialog
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Nextをクリックして、 License Agreementに進みます。

図 2 The SQL Profiler License Agreement

適切なラジオボタンを強調表示して契約に同意する前に、ライセンス契約を注意深く確認してください。 Nextを

クリックして、 Installation Directoryダイアログに進みます。
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図 3 The PostgreSQL Installation Directory

インストールディレクトリの別の場所を指定するか、デフォルトの場所を受け入れて Nextをクリックして続行し

ます。
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図 4 インストールの準備

これで、ウィザードで SQL Profilerプラグインをインストールする準備ができました。 Nextをクリックして続

行します。
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図 5 Installing the SQL Profiler plugin

SQL Profilerプラグインインストーラーは、システムにファイルをコピーするときに進行状況バーを表示します。
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図 6 The SQL Profiler installation is complete

インストールが完了すると、SQL Profilerプラグインを構成する準備が整います。
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5.2 SQLプロファイラーの構成

インストール処理が完了しても、SQL Profilerプラグインは自動的に有効になりません。これにより、都合の良い

ときにサーバーを再起動でき、継続的に必要とされないシステムでプラグインが不必要にロードされるのを防ぎ

ます。

プラグインを有効にするには、次の手順を使用します。

1. プロファイルするサーバー上の postgresql.conf ファイルを編集し、以下に示すように

shared_preload_librariesパラメーターを変更します。

shared_preload_libraries = '$libdir/sql-profiler'

2. Postgresサーバーを再起動します。

3. Query Tool または psql コマンドラインインターフェースを使用して、プロファイリングしたいサー

バーで Maintenance Database として指定されたデータベースで sql-profiler.sql スクリプト

を実行します。使用している場合:

• PostgreSQL、デフォルトのメンテナンスデータベースは postgresです。

• Advanced Server、デフォルトのメンテナンスデータベースは edbです。

PEM クエリツールを使用してスクリプトを実行するには、 Browser ツリーコントロールでメンテナンスデー

タベースの名前を強調表示し、 Tools メニューをナビゲートして Query tool を選択します。クエリツール

が開いたら、 Files メニューの Open オプションを使用して Web ブラウザーを開き、 sql-profiler.sql

スクリプトに移動します。デフォルトでは、 sql-profiler.sql スクリプトは Postgres インストールの下の

contribフォルダーにあります。

クエリツールの SQL Editorパネルでスクリプトが開いたら、SQLエディターでスクリプトの内容を強調表示

し、 Queryメニューから Executeオプションを選択します（または ‘‘ 1 &#39;&#39;アイコン）を押してスク

リプトを呼び出し、SQLプロファイラーを設定します。

psqlコマンドラインを使用して、構成スクリプトを呼び出すこともできます。次のコマンドは、psqlを使用して、

Linuxシステム上の Advanced Serverデータベースで sql-profiler.sqlスクリプトを呼び出します。

$ /opt/edb/as10/bin/psql -U postgres postgres <

/opt/edb/as10/share/contrib/sql-profiler.sql

SQLプロファイラーを構成すると、サーバー上にあるすべてのデータベースで使用できるようになります。

SQLプロファイラー機能にアクセスするには、PEMの Browserツリーコントロールでデータベースの名前を強

調表示します。 Toolsメニューの Serverオプションから SQL Profilerプルアサイドメニューに移動しま

す。メニューオプションを使用すると、SQLトレースを管理できます。

• Create trace…を選択して、新しいトレースを定義します。

• Open trace…を選択して、既存のトレースを開きます。
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• 1つ以上のトレースを削除するには、 Delete trace(s)…を選択します。

• View scheduled trace(s)…を選択して、スケジュールされたトレースのリストを確認します。

図 7 新しいトレースの作成

SQLプロファイラーの使用の詳細については、SQLプロファイラーのオンラインヘルプテキスト（ Helpメニュー

からアクセス）または* PEM入門ガイド*を参照してください。
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PEMコンポーネントのアップグレードとアンインストール

PEMコンポーネントのアップグレードと移動の詳細については、* PEMアップグレードおよび移行ガイド*を参

照してください。 PEMのドキュメントと PEMおよび SQL Profilerインストーラーへのリンクは、‘‘EnterpriseDB

Webサイト<https://www.enterprisedb.com/resources/product-documentation>‘_ _

Windows™での Postgres Enterprise Managerのアップグレード

Windowsで PEMのバージョンをアップグレードするには、PEMコンポーネントインストーラーを起動するだけ

です。各インストーラーは、以前のインストールを検出すると通知し、PEMのより新しいバージョンにアップグ

レードします。

次の順序で PEMインストーラーを呼び出す必要があります。

1. PEMサーバーノードを除く各監視対象ノードで PEMエージェントインストーラーを呼び出します。

2. PEMサーバーインストーラーを起動します。このインストーラーは、PEMサーバーと PEMサーバーノー

ドにある PEMエージェントの両方をアップグレードします。

以前のバージョンからのアップグレードの詳細については、* PEM Upgrade and Migration Guide *を参照してくだ
さい。

Linuxホストでの SQLプロファイラーのアップグレード

Linuxホストにある SQL Profilerインストールをアップグレードするには:

1. uninstall-sql-profiler.sqlスクリプトを呼び出して、各ノードの既存の SQLプロファイラーク

エリセットを削除します。

• デフォルトでは、Linuxホストで Advanced Serverを使用している場合、スクリプトは次の場所にあります。

https://www.enterprisedb.com/resources/product-documentation
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/opt/PostgresPlus/x.x/share/contrib

• Linuxホストで PostgreSQLインストールを使用している場合、スクリプトは次の場所にあります。

/opt/PostgreSQL/x.x/share/postgresql/contrib

ここで、* xx *はインストールされている Postgresバージョンを指定します。

2. 次に、プロファイリングする各ノードで新しい SQL Profilerインストーラーを呼び出します。

Windowsホストでの SQLプロファイラーのアップグレード

Windowsホストで SQLプロファイラーを使用している場合、Windowsは実行またはメモリにロードされたファ

イルをロックします。ロックされたファイルを解放するには、アップグレードを実行する前に Postgresサーバーを

停止する必要があります。

Postgresサーバーを停止した後:

1. uninstall-sql-profiler.sqlスクリプトを呼び出して、各ノードの既存の SQLプロファイラーク

エリセットを削除します。

• Windowsホストで Advanced Serverを使用している場合、スクリプトは次の場所にあります。

C:/Program Files/PostgresPlus/x.x/share/contrib

• Windowsホストで PostgreSQLインストールを使用している場合、スクリプトは次の場所にあります。

C:/Program Files/PostgreSQL/x.x/share/contrib

ここで、* x *はインストールされた Postgresバージョンを指定します。

2. プロファイリングする各ノードで新しい SQL Profilerインストーラーを呼び出します。

次に、Postgresサーバーを再起動して、ノードのプロファイリングを再開します。

トラブルシューティング

Windowsホストでの SQLプロファイラーのアップグレード

SQLプロファイラーの新しいバージョンにアップグレードした後、次のエラーが発生した場合:

An error has occurred:

ERROR: function return row and query-specified return row do not

match

DETAIL: Returned row contains 11 attributes, but query expects 10.

このエラーを修正するには、既存のクエリセットを新しいクエリセットに置き換える必要があります。まず、

uninstall-sql-profiler.sqlスクリプトを呼び出して SQLプロファイラーをアンインストールし、次に

sql-profiler.sqlスクリプトを呼び出して SQLプロファイラーを再インストールします。

Postgres Enterprise Managerのアンインストール
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PEM サーバーまたはエージェントをアンインストールするプロセスはプラットフォーム固有です。 PEM サー

バーのパッケージ名は edb-pem-serverで、PEMエージェントのパッケージ名は edb-pem-agentです。

ホストから PEMサーバーパッケージをアンインストールする場合、同じホストにインストールされている PEM

エージェントパッケージはアンインストールされません。ただし、PEM エージェントパッケージをアンインス

トールすると、同じホストにインストールされている PEMサーバーパッケージもアンインストールされます。

Windowsホストからの PEMのアンインストール

PEM インストールがWindows ホストにある場合、Windows の Add/Remove Programs アプリケーションを

使用して PEMコンポーネントを削除できます。Windowsの Control Panelから Add/Remove Programs

オプションを選択します。 control panelが開いたら、プログラムリストで PEMコンポーネントの名前を見

つけます。コンポーネントを削除するには、 Removeボタンをクリックします。

次の場所にあるアンインストーラーを呼び出すこともできます。

C:/Program Files/edb/pem/server

CentOSまたは RHELホストからの PEMのアンインストール

rpm 、 yum remove 、または ‘‘ yum erase‘‘ コマンドのバリエーションを使用して、インストールされたパッ

ケージを削除できます。パッケージを削除しても、PEMデータディレクトリが破損することはありません。

• rpmコマンドを呼び出してインストール済みパッケージを削除する場合は、 -eオプションを含めます。コ

マンド構文は次のとおりです。

rpm -e <package_name>

• yum removeコマンドを使用して、yumによってインストールされた pemサーバーまたはエージェント

パッケージを削除できます。パッケージを削除するには、ターミナルウィンドウを開き、スーパーユーザー

権限を引き受けて、次のコマンドを入力します。

yum remove <package_name>

• yum eraseコマンドを使用して、 edb-pemおよび edb-pem-docsの依存関係とともに pemサーバー

またはエージェントパッケージを削除できます。パッケージを削除するには、ターミナルウィンドウを開

き、スーパーユーザー権限を引き受けて、次のコマンドを入力します。

yum erase <package_name>

Where package_name is the name of the package that you would like to remove.

Debianまたは Ubuntuホストからの PEMのアンインストール

apt-get removeまたは apt-get purgeコマンドを使用して、Debianまたは Ubuntuホストから PEMサー

バーまたはエージェントパッケージをアンインストールできます。

• 構成ファイルとデータディレクトリに影響を与えずに Debian または Ubuntuホストから PEM サーバーま

たはエージェントをアンインストールするには、次のコマンドを呼び出します。
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apt-get remove <package_name>

• 構成ファイルとデータディレクトリとともに PEMサーバーまたはエージェントをアンインストールするに

は、次のコマンドを呼び出します。

apt-get purge <package_name>

Where package_name is the name of the package that you would like to remove.

SLESホストからの PEMのアンインストール

SLESホストから PEMサーバーまたはエージェントをアンインストールするには、次のコマンドを呼び出します。

zypper remove <package_name>

Where package_name is the name of the package that you would like to remove.
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リファレンス-Linuxサービススクリプト

PEM サーバーが存在する Postgres サーバーには、サービススクリプトが含まれている必要があります。 En-

terpriseDB によって生成された Postgres インストーラーがサービススクリプトを作成します。別のソースから

Postgresサーバーを使用している場合は、サービススクリプトを提供する必要があります。

提供されていないソースからインストールまたはビルドされた Postgresインストール用のスクリプトを開発する

際の出発点として、Linux サービススクリプトの次の例を使用できます。 （この例からコピーして貼り付ける場

合）改行が正しくコピーされることを確認してください。

| #!/bin/bash

| # chkconfig: 2345 85 15

| # description: Starts and stops the PostgreSQL/Postgres Plus Advanced

Server database server

| # PostgreSQL/Postgres Plus Advanced Server Service script template for

Linux

| # Please modify the values accordingly

| DB_DESC="Database Server - PostgreSQL 9.5"

| DB_INSTALL_DIR=/opt/PostgreSQL/9.5

| DB_BIN_DIR=${DB_INSTALL_DIR}/bin

| DB_LIB_DIR=${DB_INSTALL_DIR}/lib

| DB_DATA_DIR=${DB_INSTALL_DIR}/data

| DB_HBA_FILE=${DB_DATA_DIR}/pg_hba.conf

| DB_CONF_FILE=${DB_DATA_DIR}/postgresql.conf

| DB_PID_FILE=${DB_DATA_DIR}/postmaster.pid

| DB_STARTUP_LOG=${DB_DATA_DIR}/pg_log/startup.log

| DB_SERVICE_USER=postgres

| _die()
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| {

| echo ""

| echo "FATAL ERROR: $*"

| echo ""

| exit 1

| }

| if [ `id -u` != 0 ]; then

| _die "You must run this script as the root."

| fi

| # Source function library.

| if [ -f /etc/rc.d/functions ];

| then

| . /etc/init.d/functions

| fi

start()

| {

| STARTDBSERVER=0

| if [ -e "${DB_PID_FILE}" ]

| then

| PIDOFDB=`head -n 1 "${DB_PID_FILE}"`

| PIDALIVEDB=""

| if [ -n "${DB_PID_FILE}" ]; then

| PIDALIVEDB=`ps -p "${PIDOFDB}" | grep

"${PIDOFDB}"`

| fi

| if [ -n "${PIDALIVEDB}" ]

| then

| echo "The '${DB_DESC}' is already running.

PID(${PIDALIVEDB})."

| exit

| else

| STARTDBSERVER=1

| fi

| else

| STARTDBSERVER=1

| fi

| if [ "${STARTDBSERVER}" != 0 ]

| then

| echo "Starting ${DB_DESC}..."

| su - "${DB_SERVICE_USER}" -c

"LD_LIBRARY_PATH=\"${DB_LIB_DIR}:\$LD_LIBRARY_PATH\"

\"${DB_BIN_DIR}/pg_ctl\" -w start -D \"${DB_DATA_DIR}\" -l

\"${DB_STARTUP_LOG}\" -o \"${DB_STARTUP_OPTIONS}\""

| if [ $? -eq 0 ];

| then

| echo "${DB_DESC} started successfully."

| exit 0
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| else

| echo "${DB_DESC} did not start in a timely fashion, please see

'${DB_STARTUP_LOG}' for details."

| exit 1

| fi

| fi

| }

| stop()

| {

| if [ -e "${DB_PID_FILE}" ]

| then

| PIDOFDB=`head -n 1 "${DB_PID_FILE}"`

| PIDALIVEDB=""

| if [ -n "${DB_PID_FILE}" ]; then

| PIDALIVEDB=`ps -p "${PIDOFDB}" | grep "${PIDOFDB}"`

| fi

| if [ -n "${PIDALIVEDB}" ]

| then

| echo "Stopping ${DB_DESC}..."

| su - "${DB_SERVICE_USER}" -c

"LD_LIBRARY_PATH=\"${DB_LIB_DIR}:\$LD_LIBRARY_PATH\"

\"${DB_BIN_DIR}/pg_ctl\" stop -m fast -D \"${DB_DATA_DIR}\"

-l \"${DB_STARTUP_LOG}\" -o \"${DB_STARTUP_OPTIONS}\""

| else

| echo "The '${DB_DESC}' is not running."

| fi

| else

| echo "The '${DB_DESC}' is not running."

| fi

| }

| reload()

| {

| echo "Reloading '${DB_DESC}'..."

| su - "${DB_SERVICE_USER}" -c

"LD_LIBRARY_PATH=\"${DB_LIB_DIR}:\$LD_LIBRARY_PATH\"

\"${DB_BIN_DIR}/pg_ctl\" reload -D \"${DB_DATA_DIR}\" -l

\"${DB_STARTUP_LOG}\" -o \"${DB_STARTUP_OPTIONS}\""

| }

| restart()

| {

| echo "Restarting '${DB_DESC}'..."

| su - "${DB_SERVICE_USER}" -c

"LD_LIBRARY_PATH=\"${DB_LIB_DIR}:\$LD_LIBRARY_PATH\"

\"${DB_BIN_DIR}/pg_ctl\" restart -m fast -w -D

\"${DB_DATA_DIR}\" -l \"${DB_STARTUP_LOG}\" -o

\"${DB_STARTUP_OPTIONS}\""

| if [ $? -eq 0 ];

| then
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| echo "'${DB_DESC}' restarted successfully."

| exit 0

| else

| echo "'${DB_DESC}' did not start in a timely fashion, please see

'${DB_STARTUP_LOG}' for details."

| exit 1

| fi

| }

| _die_incomplete_requirement()

| {

| echo "One or more required configuration variables are not set:"

| _die $*
| }

| _validate_script()

| {

| if [ -z "${DB_INSTALL_DIR}" ]; then

| _die_incomplete_requirement "Missing installation directory";

| fi

| if [ ! -d "${DB_INSTALL_DIR}" ]; then

| _die_incomplete_requirement "The specified - '${DB_INSTALL_DIR}'

is not a valid installation directory. It is not present on the

system.";

| fi

| if [ -z "${DB_BIN_DIR}" ]; then

DB_BIN_DIR=${DB_INSTALL_DIR}/bin; fi

| if [ ! -d "${DB_BIN_DIR}" ]; then

| _die_incomplete_requirement "The specified - '${DB_BIN_DIR}' is

not a valid bin directory. It is not present on the system.";

| fi

| if [ ! -f "${DB_BIN_DIR}/pg_config" -o ! -f

"${DB_BIN_DIR}/pg_ctl" ]; then

| _die_incomplete_requirement "The specified - '${DB_BIN_DIR}' does

not contain the database server binaries.";

| fi

| if [ -z "${DB_LIB_DIR}" ]; then

DB_LIB_DIR=${DB_INSTALL_DIR}/lib; fi

| if [ -z "${DB_DESC}" ]; then DB_DESC=`${DB_BIN_DIR}/pg_config

--version`; fi

| if [ -z "${DB_DATA_DIR}" ]; then

| _die_incomplete_requirement "Missing data directory settings in the

script. Please set 'DB_DATA_DIR' variable in the script.";

| fi

| if [ ! -d "${DB_DATA_DIR}" ]; then

| _die_incomplete_requirement "The specified - '${DB_DATA_DIR}' is

not a valid. It is not present on the system.";

| fi

| if [ ! -f "${DB_DATA_DIR}/PG_VERSION" -o ! -d

"${DB_DATA_DIR}/base" -o ! -d "${DB_DATA_DIR}/global" ]; then
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| _die_incomplete_requirement "The directory - '${DB_DATA_DIR}'

does not look like a valid PostgreSQL/Postgres Plus Advanced Server

data directory."

| fi

| if [ -z "${DB_SERVICE_USER}" ]; then

| _die_incomplete_requirement "The service-user is not specified in

the service script. Please set 'DB_SERVICE_USER' variable in the

script."

| fi

| DB_VALID_SERVICE_USER=`cat /etc/passwd | grep

"^${DB_SERVICE_USER}:"`

| if [ -z "${DB_VALID_SERVICE_USER}" ]; then

| _die_incomplete_requirement "The service-user

'${DB_SERVICE_USER}' is not present on the system. Please specify

the correct information."

| fi

| DB_DATA_DIR_OWNER=`ls -l ${DB_DATA_DIR}/PG_VERSION | awk

'{print $3}'`

| if [ x"${DB_DATA_DIR_OWNER}" != x"${DB_SERVICE_USER}" ]; then

| _die_incomplete_requirement "The specified user -

'${DB_SERVICE_USER}' does not own the data directory -

'${DB_DATA_DIR}'. The data directory is owned by the user -

'${DB_DATA_DIR_OWNER}'."

| fi

| if [ -z "${DB_HBA_FILE}" ]; then

DB_HBA_FILE=${DB_DATA_DIR}/pg_hba.conf; fi

| if [ ! -f "${DB_HBA_FILE}" ]; then

| _die_incomplete_requirement "The hba-file - '${DB_HBA_FILE}' does

not exist."

| fi

| if [ -z "${DB_CONF_FILE}" ]; then

DB_CONF_FILE=${DB_DATA_DIR}/postgresql.conf; fi

| if [ ! -f "${DB_CONF_FILE}" ]; then

| _die_incomplete_requirement "The config-file - '${DB_CONF_FILE}'

does not exist."

| fi

| if [ -z "${DB_PID_FILE}" ]; then

DB_PID_FILE=${DB_DATA_DIR}/postmaster.pid; fi

| if [ -z "${DB_STARTUP_LOG}" ]; then

DB_STARTUP_LOG=${DB_DATA_DIR}/pg_log/startup.log; fi

| DB_STARTUP_OPTIONS=""

| if [ x"${DB_CONF_FILE}" != x"${DB_DATA_DIR}/postgresql.conf" ];

then

| DB_STARTUP_OPTIONS="-c 'config_file=${DB_CONF_FILE}'"

| fi

| if [ x"${DB_HBA_FILE}" != x"${DB_DATA_DIR}/pg_hba.conf" ]; then

| DB_STARTUP_OPTIONS="${DB_STARTUP_OPTIONS} -c

'hba_file=${DB_HBA_FILE}'"
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fi

if [ x"${DB_PID_FILE}" != x"${DB_DATA_DIR}/postmaster.pid" ]; then

| DB_STARTUP_OPTIONS="${DB_STARTUP_OPTIONS} -c

'external_pid_file=${DB_PID_FILE}'"

| fi

| if [ x"${DEBUG_VALIDATION}" = x"1" ]; then

| echo "Using these values in the scripts:"

| echo ""

| echo "DB_DESC : ${DB_DESC}"

| echo ""

| echo "DB_INSTALL_DIR : ${DB_INSTALL_DIR}"

| echo "DB_BIN_DIR : ${DB_BIN_DIR}"

| echo "DB_LIB_DIR : ${DB_LIB_DIR}"

| echo ""

| echo "DB_DATA_DIR : ${DB_DATA_DIR}"

| echo "DB_HBA_FILE : ${DB_HBA_FILE}"

| echo "DB_CONF_FILE : ${DB_CONF_FILE}"

| echo "DB_PID_FILE : ${DB_PID_FILE}"

| echo "DB_STARTUP_LOG : ${DB_STARTUP_LOG}"

| echo ""

| echo "DB_SERVICE_USER : ${DB_SERVICE_USER}"

| echo "DB_STARTUP_OPTIONS : ${DB_STARTUP_OPTIONS}"

| echo ""

| fi

| }

| DEBUG_VALIDATION=0

| # See how we were called.

| case "$1" in

| start)

| _validate_script

| start

| ;;

| stop)

| _validate_script

| stop

| ;;

| reload)

| _validate_script

| reload

| ;;

| restart)

| _validate_script

| restart

| ;;

| condrestart)
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| _validate_script

if [ -e "${DB_PID_FILE}" ]

then

PIDOFDB=`head -n 1 "${DB_PID_FILE}"`

PIDALIVEDB=""

if [ -n "${DB_PID_FILE}" ]; then

PIDALIVEDB=`ps -p "${PIDOFDB}" | grep

"${PIDOFDB}"`

fi

if [ -n "${PIDALIVEDB}" ]

then

restart

else

echo "The '${DB_DESC}' is not running."

fi

else

echo "The '${DB_DESC}' is not running."

fi

;;

status)

_validate_script

su - "${DB_SERVICE_USER}" -c

"LD_LIBRARY_PATH=\"${DB_LIB_DIR}:\$LD_LIBRARY_PATH\"

\"${DB_BIN_DIR}/pg_ctl\" status -D \"${DB_DATA_DIR}\" -l

\"${DB_STARTUP_LOG}\" -o \"${DB_STARTUP_OPTIONS}\""

| ;;

| validate)

| DEBUG_VALIDATION=1

| _validate_script

| exit 0

| ;;

| *)

| echo "Usage: $0

{start|stop|restart|condrestart|reload|status|validate}"

| exit 1

| esac
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EDB Postgres Enterprise Managerインストールガイド

Copyright©2007-2019 EnterpriseDB Corporation。無断複写・転載を禁じます。

EnterpriseDB®Corporation 34 Crosby Drive、Suite 201、Bedford、MA 01730、USA

T +1 781 357 3390 F +1 978 467 1307 E info@enterprisedb.com www.enterprisedb.com

• EDBは、EDB Postgres Enterprise Managerが存在する場合、ログオン UIの設計、コーディングのベストプ

ラクティスの確立、レビュー、および入力検証の検証を行います。 EDBは追加の入力コンポーネントに対

して同じアプローチに従いますが、製品の性質上、限定された検証が可能な信頼できるユーザーによって入

力および送信されるフリーフォーム SQL、WMIまたはその他の文字列を受け入れる必要がある場合があり

ます。このような場合、ユーザーが誤った入力やその他の危険な入力を防ぐことはできません。

• EDBは、将来、認証された信頼できるユーザーからのフリーフォーム SQL、WMIまたはその他の潜在的

に危険な入力を受け入れる製品に機能を追加する権利を留保しますが、そのような機能はすべて、可能な限

り最小のリスクを提供するように設計およびテストされます可能であれば、スーパーユーザーまたは同等の

特権が必要です。

• EDBは、すべての潜在的な脅威を予測できることを保証しません。したがって、すべての潜在的な脆弱性

が対処または検討されたことをプロセスが完全に保証することはできません。
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